
    
      
        
      
    

  















































〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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[image: ０　魔法使いたちの世界]

　夜よ空ぞらの上うえにある、魔ま法ほう使つかいたちの世せ界かい。

　ここには、５人にんの魔ま法ほう使つかいが住すんでいます。




　名な前まえは、わん、つー、すりー、ふぉー、ふぁいぶ。星ほしのマークがついた帽ぼう子しをかぶっていたり、星ほしの形かたちがついたステッキを持もっていたりします。

　ステッキを振ふると、魔ま法ほうが使つかえるみたいです。







　いちばん大おおきい「わん」がステッキを振ふると、星ほしでできた川かわが流ながれだしました。きらめく川かわを見みて、ほかの魔ま法ほう使つかいたちもよろこんでいます。

　いちばん小ちいさな「ふぁいぶ」は頬ほおをあかくさせ、魔ま法ほう書しょとペンを手てにして見みています。

　メガネがチャームポイントの「つー」が魔ま法ほう書しょを開ひらくと、星ほしがついたスワンボートが出でてきました。みんな、はしゃぎながらスワンボートに乗のりこんでいきます。

　本ほんに気きをとられていた「ふぁいぶ」は、少すこし出でおくれてしまいました。

　あわててみんなを追おいかけます。

　のせてー、って、言いっているみたいですね。

　体からだが大おおきい「ふぉー」のボートには、もう乗のれないから……「すりー」のボートの後うしろに乗のせてもらいました。

　いたずらっこの「すりー」がステッキを振ふれば、みんなが乗のったボートがふわっと浮うかび上あがりました。ボートは、天あまの川がわの上うえを滑すべるように進すすんでいきます。

　くいしんぼうの「ふぉー」がステッキを振ふって、キラキラ光ひかる魚さかなたちをうみだしました。スワンボートの横よこを、トビウオのようにはねながら泳およいでいます。
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　あっ、いちばん小ちいさな「ふぁいぶ」が、次つぎは何なにを出だそうか考かんがえているみたい。みんなみたいに、すてきな魔ま法ほうを使つかいたいですよね。

「ふぁいぶ」は、きれいな花はな火びを打うち上あげることにしました。それっ！　と、ステッキを振ふります。

　でも……。




　しゅるるるる……。




　空そらにのぼっていった花はな火びは、開ひらくことなく落おちてきてしまいました。

　まだうまく魔ま法ほうが使つかえない魔ま法ほう使つかいも、いるみたいですね。

　ふぁいぶは、しょんぼり。

　それを見みて、他ほかの魔ま法ほう使つかいたちが、ふぁいぶをなぐさめてくれます。




　だいじょうぶ。いつか、うまく魔ま法ほうが使つかえるようになるよ。

　だから、ふぁいぶ。そんなに落おちこまないで。




　わんが、下したの方ほうを見みました。

　ここは、空そらの上うえのさらに上うえ。

　ずーっと下したには、みんなが住すむ地ち上じょうがあります。




　夜よ空ぞらには、もうすぐ満まん月げつになりそうな、大おおきな青あおい月つきが浮うかんでいます。

　大おおきな月つき。何なにか、不ふ思し議ぎな事ことが起おこりそう。

　魔ま法ほう使つかいたちは、なんだかワクワクしているみたい。
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　その、夜よ空ぞらの下した。

　チラチラと見みえる町まちの明あかりの中なかに、一軒けんの家いえがあります。

　二階かい建だての、赤あかい屋や根ねの家いえです。

　中なかをのぞいてみると、すみっコたちが、すみっこに敷しいたお布ふ団とんの中なかで、くっつき合あって眠ねむっています。

　みんな、とっても幸しあわせそうな寝ね顔がおです。
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　窓まどの外そとには、もうすぐ満まん月げつになる、青あおい月つき。

　すみっコたち、もうすぐ満まん月げつの夜よるだよ。




　これは、この世せ界かいのどこかにあるすみっこでひっそり暮くらしている、「すみっコ」たちの物もの語がたり。







[image: １　すみっコハウス]

　夜よるが明あけ。

　季き節せつは秋あき。すみっコたちが暮くらす家いえのまわりも、木き々ぎの葉はっぱが色いろづいて、ときどきはらりと落おちてきます。

　すみっコハウスの中なかのすみっコたちは、今日きょうはどうしているでしょう？




　まずはじめに、しろくま。

　あたたかい場ば所しょをもとめて、ふろしきといっしょに北きたからやってきたしろくまは、寒さむいのが苦にが手てです。

　だんだん寒さむくなってくる、この時じ期き。しろくまがぶるっと体からだをふるわせます。

　少すこし肌はだ寒ざむくなってきたようです。

　そんなしろくまのそばには、ふろしきが。

　ふろしきは、しろくまといつもいっしょ。しろくまが寒さむいときは、ふろしきにくるまって温あたたまります。

　ちょっと寒さむい時ときは、しろくまがふろしきを肩かたに巻まいたり。

　もっと寒さむい時ときは、横よこになったしろくまがふろしきにくるまれたり。

　すっごく寒さむい時ときは、うつぶせにまるまったしろくまが、ふろしきでぜんぶくるまってしまいます。しろくまは結けっ局きょく、タンスの中なかをごそごそさがし、パーカーに着き替がえて、ほっとひといき。

　衣ころも替がえして、やっとあったかくなりました。




　ふーっとひと息いきついたしろくまの横よこにも、同おなじようにふーっと息いきをついているふたり組ぐみがいます。

　とんかつと、えびふらいのしっぽです。

　あれ、ふたりも衣ころも替がえ？

　とんかつは、とんかつのはじっこ。おにく１％パーセント、しぼう99％パーセント。ピンクのところが、お肉にくです。あぶらっぽいので、残のこされちゃいました。

　えびふらいのしっぽも、同おなじみたい。固かたいので、残のこされちゃったんです。

　残のこりものどうしで、なかよしのふたり。

　なんだか、いつもよりテカテカしていますね。

　たまに、あぶらのお風ふ呂ろに入はいって、あげなおしています。

　いつか、おいしく食たべてもらうのが、ふたりの夢ゆめなんです。

　はずかしがりやさんでやさしいねこは、いつもざっそうにお水みずをあげています。

　なかよしですね。

　おや？　季き節せつの変かわり目めで、ねこの毛けが少すこし抜ぬけ落おちているみたい。毛けのはえかわりの時じ期きなんですね。

　ねこは、抜ぬけ毛げを気きにしはじめました。

　すると、ピンクのたぴおかがやってきます。手てには、コロコロ式しき粘ねん着ちゃくシートを持もっています。

　ねこの毛けを、コロコロしてとってくれました。ほかに、黄き色いろや水みず色いろのたぴおかたちも集あつまってきます。

　ねこは、毛けをきれいにしてくれたお礼れいに、たぴおかの頭あたまをなでています。

　ぷに。ぷにぷにぷに。

　ぷにぷにして、気き持もちよさそう。

　たぴおかたちは、ミルクティーだけ先さきに飲のまれて、残のこされてしまったんです。

　思おもい出だしたブラックたぴおかは、「やってらんね」と、ねころがってやさぐれています。




　ぺんぎん？の方ほうを見みてみましょう。

　すみっこで、『海うみの生いき物もの図ず鑑かん』を読よんでいるようですね。

　本ほんを読よむのが大だい好すきな、ぺんぎん？。いつもこうして、自じ分ぶんさがしをしています。

　ぺんぎん？は、自じ分ぶんのことがよく思おもい出だせないんです。頭あたまにおさらがあったような……。

　昔むかしは川かわで流ながれていたような……？

　いつも、自じ分ぶんが本ほん当とうにペンギンなのかどうかなやんでいるので、自じ分ぶんに自じ信しんがありません。




　そうだ。紹しょう介かいしわすれているすみっコがいました。

　それは、とかげ。

　絵えを描かいて、芸げい術じゅつの秋あきを楽たのしんでいます。

　とかげの絵えには、きょうりゅうが描えがかれています。
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　この絵えは……とかげのおかあさん。つまり、とかげは、きょうりゅうの生いき残のこりなんです。

　きょうりゅうはスミッシーと呼よばれていて、たまに、湖みずうみにあらわれます。

　でも、きょうりゅうだと知しられたらつかまってしまうかもしれないから、みんなには秘ひ密みつ。とかげのフリをしています。

　海うみのすみっこで暮くらすおかあさんとも、はなればなれです。

　とかげは、時とき々どきおかあさんを思おもい出だして、さびしくなってしまうみたい。

　そんなとかげをなぐさめるのは、にせつむり。

　にせつむりだけは、とかげの秘ひ密みつを知しっています。

　なぜなら……。

　あっ。にせつむりがせおっているカラが、コロンと落おちてしまいました。あわてて、とかげが直なおしてあげています。すみませんすみませんと、あやまるにせつむり。

　そう、にせつむりは、かたつむりにあこがれて、カラをかぶったなめくじ。

　とかげとにせつむり、にせものどうし、なかよしです。







[image: ２　すみっ湖の思い出]

　すみっコハウスのまわりの木き々ぎは、すっかり紅こう葉ようしています。

　すみっコハウスをのぞいてみると、すみっコたちは、すみっこで何なにか食たべているようです。

　そして、秋あきといえば……、やっぱり、食しょく欲よくの秋あき。

　とかげとねこは、魚さかな。とんかつとしろくまは、おにぎり。ぺんぎん？は、きゅうりをパクパク食たべています。

　ねこの前まえには、からっぽになった猫ねこ缶かんがつみ上あがっています。

　ちょっと、食たべすぎじゃないでしょうか？

　それでもねこは、さらに猫ねこ缶かんに手てをのばすと……。




　──ウィーン。




　どこからともなくあらわれたなぞのアームが、ねこを持もち上あげて、どこかへ運はこんでいってしまいました。

　なぞのアームは、いつも、すみっコたちを見み守まもっています。
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　今日きょうはみんなで、お気きに入いりのカフェ、喫きっ茶さすみっコへ……やってきたんだけど……。

　すみっコたちがお店みせのドアをあけると、カランコロンとドアベルが鳴なります。

　いつもなら、この音おとで、喫きっ茶さ店てんのまめマスターと、アルバイトのおばけが出でむかえてくれます。

　でも、この日ひは違ちがいました。まめマスターたちは、何なにかのチラシをじっと見みていて、すみっコたちに気きづきません。

　すみっコたちが立たち尽つくしていると、店みせのおくから、ほこりたちがふわふわ飛とんできました。

「くしゅん」

　ねこがくしゃみをすると、まめマスターとおばけが、すみっコたちに気きづきました。「いらっしゃい」と声こえをかけてくれます。

　ほこりたちのおかげで、やっと気きづいてくれたね。

　でも、まめマスターとおばけは、いったいどんなチラシを見みていたんでしょう？

　あんなにねっしんに……。

　気きになる、すみっコたち。

　おばけが飛とんできて、みんなにチラシを見みせてくれました。

　そこには……。

『すみっコマーケット　リニューアルオープン　全ぜん品ぴん大だい特とっ価か』

「!!」

　商しょう店てん街がいの奥おくにある大おおきなお店みせ、すみっコマーケット。




　リニューアルオープンするんだ。

　すみっコたちはワクワクしはじめました。

　何なにかしよう、何なにをしよう？　と、アイデアを出だし合あっているみたい。

　ぺんぎん？が、何なにか思おもいつきました。

　まずは、すみっコマーケットでお買かい物もの。

　それから、すみっ湖こに移い動どうして、そこにテントをはって、みんなでキャンプ？

　いいねー。秋あきは、お出でかけするにもいい季き節せつ。

　みんな、ニコニコ。とっても乗のり気きです……でも、とかげだけは、うかない顔かおをしています。すみっ湖こにあらわれるおかあさんのことが、気きになっているのでしょう。

　ぺんぎん？は、のんきに、「また、スミッシーに会あえるかな？」と首くびをかしげました。とかげは、スミッシーの姿すがたを思おもい浮うかべました。




　そうです。

　実じつは、すみっコたちは、１度ど、スミッシーに会あったことがあります。

　それは、スミッシーが、海うみから、とかげに会あいにやって来きた時ときでした。
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　スミッシーは、みんなとも遊あそんでくれる、とてもやさしいきょうりゅう。すみっコたちは、背せ中なかに乗のせてもらってすみっ湖この上うえをわたったり、スミッシーの長ながい首くびにつかまったりして楽たのしく過すごしました。

　でも、そのときも、とかげはみんなに、スミッシーがおかあさんであることを言いえなかったのです。

　スミッシーと別わかれるとき、ぺんぎん？がとかげの方ほうを向むいて、「きょうりゅうににてるね？」と言いいました。

　とかげはあせって、「に、にてないよ…」と、ごまかしてしまいました。

　すみっ湖こで、またおかあさんに会あいたい、とかげ。

　でも、またウソをつくことになるのでしょうか。

　とかげは、ふくざつそうです。




　ところで、さっきから、とんかつがスーパーのチラシをかかげて、何なにか言いいたそうにしています。

　そうだ。みんなでお買かい物ものに行いかなきゃね。







[image: ３　キャンプの準備]

　カフェを出でて、小こ道みちを抜ぬけていくすみっコたち。




『すみの町まち商しょう店てん街がい』と書かかれたアーチをくぐれば、そこは商しょう店てん街がい。

　いろんなお店みせがあるね。

　パン屋やさんの前まえを通とおりかかると、焼やきたてのふかふかパンがずらりと並ならんでいます。思おもわず立たちどまったくいしんぼうなねこを、ぺんぎん？が急せかします。

　その次つぎのクリーニング屋やさんでは、しろくまが、ポスターをじっと見みつめています。ふろしきをクリーニングしたいのかな。

　お花はな屋やさんの前まえでは、ざっそうが目めをキラキラさせます。いつか、お花はな屋やさんでブーケに……。

　駄だ菓が子し屋やさんでは、たぴおかたちが駄だ菓が子しに交まじって遊あそんでいます。

　たぴおかたちがブランコやシーソーで遊あそんでいる公こう園えんの中なかを抜ぬければ、その向むこうに……あ、『すみっコマーケット』が見みえてきた。

　リニューアルオープンのお祝いわいの花はながかざってあって、とてもにぎやかです。

　さて、思おもい思おもいにカゴを持もったすみっコたちは、何なにを買かうのかな。
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　野や菜さいコーナーには、もちろん、ぺんぎん？がいます。

　ぺんぎん？の大だい好すきなきゅうり、今日きょうは新しん装そう開かい店てんで大おお安やす売うり。

　ぺんぎん？はうれしそうにかけよって、きゅうりの箱はこをかかえていますが、もしかして、箱はこごと買かっちゃうの？

　調ちょう味み料りょうのコーナーには、ウスターソースやケチャップ、マヨネーズなどがずらり。

　とんかつとえびふらいのしっぽは、目めをキラキラさせてそれを見みています。

　いろんなソースがあるね。見みているだけで何なんだかしあわせそう。

　でも、このふたりがソースをほしがるのは、おいしく食たべてもらうために自じ分ぶんにかけるため。ほかのひとと、ちょっと理り由ゆうがちがうような？

　よろこんでいる、とんかつとえびふらいのしっぽのところに、あじふらいのしっぽと、あげだまたちがやってきました。

　ソースの棚たなの前まえで、みんなうれしそうです。あげっコたちは、なかよしなんだね。




　とかげとねこは、魚さかな売うり場ばの特とく売ばいコーナーにやってきました。

　お客きゃくさん、いっぱいだねー！

　混こみあっているのを見みて、弱よわ気きなねこは、ちょっとタジタジ。

　それでも、大だい好こう物ぶつの魚さかなのために、パックのお魚さかなに手てをのばしますが……。

　ああ、他ほかのお客きゃくさんに、先さきに取とられてしまいましたね。

　とかげも、同おなじように挑ちょう戦せんします！

　でも、ああ……お魚さかなは、飛とぶように売うれて、どんどんなくなっていきます。

　とかげ、がんばっています。

　一いっ方ぽう、ショックを受うける、ねこ。お魚さかなは買かえないのでしょうか？

　ねこ、ショーケースの下したの方ほうを、ガリガリひっかきはじめてしまいます。

　そんなねこを、とかげが、ツンツンつつきます。

　ねこがふりかえると……。

「！」

　とかげが、お魚さかなを持もっています。

　ケースのすみっこに、１パック、お魚さかなが残のこっていたみたい。

　よかった。最さい後ごの１つを無ぶ事じゲット。

　よろこんで小こおどりする、とかげとねこ。




　しろくまは、ウィンナーの袋ふくろを手てにとりました。

　お料りょう理り上じょう手ずのしろくま。タコさんウィンナーをつくるのかな？




　さあ、みんなお買かい物ものをすませて、レジの前まえに集しゅう合ごうです。

　ぺんぎん？の、箱はこごときゅうり。お魚さかなと、たくさんのソース。しろくまは、カゴいっぱいに、ウィンナーや野や菜さいを入いれています。

　がま口ぐちのお財さい布ふを手てにしたねこが、ちょっと困こまった顔かお。

　お金かね、足たりるかなあ……。
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　なんとか買かい出だしを終おえたすみっコたち。

　湖みずうみへレッツゴー！







[image: ４　すみっ湖と、青い大満月の伝説]

　リュックを背せ負おって、電でん車しゃに乗のって。

　電でん車しゃの窓まどから見みえる紅こう葉ようが、とってもきれい。しばらくすると……。




　さあ、着ついた～。

　目めの前まえには、キラキラ光ひかる湖みずうみ。そのほとりに、『すみっ湖こ』の看かん板ばんと、『ようこそ』と書かかれたスミッシーの顔かおはめパネルもありました。たぴおかたちが、さっそく顔かおをはめて遊あそんでいます。

　そして、湖みずうみには、スミッシー形がたのボートがつないであります。おみやげ屋やさんには、スミッシーサブレー、スミッシーのぬいぐるみ、スミッシーの形かたちの浮うき輪わ、きょうりゅうの着きぐるみまで！

　スミッシー、大だい人にん気きだね。

　でも、それを見みるたびに、とかげはどきどきしてしまいます。

　湖みずうみの前まえには、観かん光こう客きゃくがカメラを手てに、本ほん物もののスミッシーが出でてくるのを待まっています。

　とかげは、ますます心しん配ぱいそうな顔かおに。スミッシーが見みつかって、新しん聞ぶんにのったりするのが心しん配ぱいなんだね。

　そうだね。きっとあらわれると大おお騒さわぎになっちゃうね……。




　そんなとかげの心しん配ぱいをよそに、すみっコたちは、いくつかテントがたっている、キャンプエリアまで歩あるいていきます。

　みんなのあとを、かわうそもついてきているよ。かわうそは、このあたりに住すんでいるのかな。




　今日きょうは、ここでキャンプするんだ。
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　夜よるになりました。

　すみっコたちのテントの前まえに、たき火びがたかれていて、ぺんぎん？がその前まえで、ウクレレを奏かなでています。

　バーベキューが始はじまったね。

　ウィンナー串ぐし、野や菜さいの串くしやお魚さかなが、次つぎ々つぎ焼やかれていきます。

　かわうそも、手て伝つだってくれているね。

　いつの間まにかあらわれた、たぴおかたちが、おにぎりを焼やいています。焼やきおにぎりを作つくっているんだ。

　ざっそうや、にせつむり、ほこりたちもいますし、おばけが、ランタンを持もってふわふわ浮ういています。

　みんなも来きたんだ。




　楽たのしいバーベキューのとちゅう。

　ぺんぎん？が、ハッと何なにかに気きづいて、ウクレレをひく手てをとめました。夜よ空ぞらに何なにか見みつけたみたい。みんなも、空そらを見みます。

　そこには、もうすぐ満まん月げつになりそうな青あおい月つき。

　いつもより、月つきが大おおきく青あおくみえるね。

　ぺんぎん？は、持もってきた荷に物もつの中なかから、一冊さつの本ほんを取とり出だして、みんなに見みせました。それは、世せ界かい七大だい伝でん説せつの本ほんでした。
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　ページをめくると、スミッシーの次つぎに、魔ま法ほう使つかいのさし絵えが描かいてありました。

　満まん月げつを背せに、ホウキに乗のった魔ま法ほう使つかい。




『５年ねんに１度ど見みえる、青あおい大だい満まん月げつの夜よる。

　その日ひに魔ま法ほう使つかいたちがやって来きて、夢ゆめを叶かなえてくれるんだって』




「へーっ」と、目めをまんまるにする、すみっコたち。

　みんなの夢ゆめといえば？




　とんかつとえびふらいのしっぽが思おもい浮うかべたのは、ほかほかのあげっコセット。

　ふたりは、自じ分ぶんがおはしでつまみあげられるところを想そう像ぞうして、にこにこしています。そう、とんかつとえびふらいのしっぽは、誰だれかにおいしく食たべてもらうのが夢ゆめ。




　しろくまが思おもい浮うかべたのは、太たい陽ようが照てって、花はなが咲さいている野の原はら。そこで日ひ差ざしを浴あびれば、ぽかぽかです。

　しろくまは、１年ねん中じゅうあったかい場ば所しょで過すごすのが夢ゆめ。




　ぺんぎん？の夢ゆめはどうでしょう。

　ぺんぎん？は、大おおきな鏡かがみをのぞきこむ自じ分ぶんを想そう像ぞうしているようです。でもその鏡かがみは、かすみがかかっていて、何なにがうつっているのか、わかりません。

　ぺんぎん？は、いつか本ほん当とうの自じ分ぶんを見みつけるのが夢ゆめ。




　ねこが思おもい浮うかべたのは、すらっとしたスタイルになって、長ながいしっぽをゆらゆらさせる自じ分ぶんの姿すがたです。

　ねこの夢ゆめは、理り想そうの姿すがたになること。




　ざっそうは、きれいなリボンをかけられた自じ分ぶんを想そう像ぞうしているみたい。

　ざっそうは、ブーケにしてもらうのが夢ゆめだったね。




　そして、とかげが思おもい浮うかべているのは……。




　──スミッシー、いえ、おかあさんといっしょに、水みずの中なかを泳およぐ、とかげ。

　──とかげが浜はま辺べで遊あそんで、ちょっと転ころんでしまっても、おかあさんが首くびを伸のばして、やさしく起おこしてくれます。

　──浜はま辺べで、おかあさんと寄より添そって眠ねむる、とかげ。




　とかげの夢ゆめは……おかあさんといっしょに暮くらすこと。

　とかげは、おかあさんのことを思おもい浮うかべながら、じっと少すこし欠かけた青あおい月つきを見みていました。




「ふわぁ」

　どこからか、だれかのあくびが聞きこえてきます。

　バーベキューでおなかいっぱいになって、眠ねむくなっちゃった？

　そろそろ、テントで寝ねる時じ間かんです。

　それぞれが寝ね袋ぶくろに入はいって、くっつき合あって眠ねむります。

　こうしてみんなでくっついて寝ねると、あったかいね。とかげも、幸しあわせそう。

　みんな、おやすみ。
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　そうやって、すみっコたちが寝ねはじめた、同おなじくらいの時じ間かん。

　すみっ湖この中なかの岩いわかげに、きょうりゅうが姿すがたをあらわしました。

　スミッシーです！

　しかし、スミッシーは、岩いわかげから出でてきません。すみっコたちのテントを、じっと見みつめるばかり。

　そのうち、スミッシーは、しずかに水みずの中なかに帰かえっていってしまいました。

　スミッシーが向むかった先さきには、トンネルになっている洞どう窟くつがあります。

　スミッシーはしずかに岩いわのトンネルを抜ぬけて、今こん度どはちがう場ば所しょから水すい面めんに顔かおを出だしました。

　スミッシーが見みている先さきには、もう少すこしで満まん月げつになる、大おおきな青あおい月つきが浮うかんでいました。
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　夜よるが明あけて、朝あさになりました。

　おばけがモーニングコーヒーをドリップしています。

　かわうそも、コーヒーのお手て伝つだい。

　すみっコたちは、湖みずうみを見みながら朝あさごはん。パンやサンドイッチを食たべています。

　それが終おわったら……楽たのしかったけど、そろそろ帰かえろっか。

　荷に物もつをまとめてリュックを背せ負おって、すみっ湖こを後あとにします。

　とかげは、さいごにチラッと湖みずうみをふりかえりました。

　ちょっと、さびしげに……。







[image: ５　５人の魔法使い!?]

　今日きょうも、すみっコたちは、喫きっ茶さすみっコに集あつまっていました。

　まめマスターは、すみっ湖このおみやげの、スミッシーサブレーを受うけ取とって、「ありがとう」と言いっているみたい。

　カウンターに座すわるすみっコたちの前まえに、おばけが丸まるいホットケーキを運はこんできました。

　丸まるい……丸まるい？

　みんな、ハッとした顔かお。

　そう。今日きょうは青あおい大だい満まん月げつの夜よる。魔ま法ほう使つかいたちがやってきて、夢ゆめを叶かなえてくれる日ひ。

　でも、それは、ただの伝でん説せつ……？
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　の、はずなんだけど……。

　ここは、魔ま法ほう使つかいたちの世せ界かい。５人にんの魔ま法ほう使つかいたちは、ワクワクした顔かおで、目めの前まえに浮うかんでいる、帆ほの無ない船ふねを見みつめています。

　いちばん大おおきい魔ま法ほう使つかいが、「いくぞーっ！」というように手てをあげると、みんなも「おーっ！」と手てをあげます。少すこし遅おくれて、いちばん小ちいさな魔ま法ほう使つかいも、「おー」。

　すると、魔ま法ほう使つかいたちの世せ界かいの下した、夜よ空ぞらから放はなたれた青あおい月つきの光ひかりが、舞まい上あがって船ふねの帆ほになりました。

　船ふねに乗のり込こみ、下げ界かいめざして出しゅっ発ぱつする、魔ま法ほう使つかいたち。

　もしかして、伝でん説せつは、本ほん当とうなのでしょうか？

[image: ]

　同おなじ時じ間かん。

　すみっコたちは、小こ高だかい丘おかの上うえで、夜よ空ぞらの月つきを見み上あげていました。

　青あおい大だい満まん月げつの伝でん説せつ。もしかして……？

　でも、もう、真ま夜よ中なかだよ。

　しろくまが、ぶるっと寒さむそうにしました。

　みんな、どうしよう……と顔かおを見み合あわせます。

「かえろうか……」と、ぺんぎん？。みんな、あきらめて帰かえって行いきます。

　しかし、とかげだけはあきらめきれずに、もう１度どふりかえり、月つきを見み上あげました。

　その時とき！

　月つきの光ひかりの中なかから、光ひかりの船ふねがあらわれました。

　それに、いちばんはじめに気きが付ついたのは、とかげです。

「みんなーっ！」

　とかげの呼よびかけで、振ふり向むいて船ふねを見みたすみっコたちも、びっくり。




　船ふねには、だれかが乗のっているみたい。

　みんなの見みている前まえで、船ふねの中なかから、ホウキに乗のった魔ま法ほう使つかいたちが、ふわりと飛とび出だしてきました。いちばん小ちいさな魔ま法ほう使つかいは、なんだかよろよろしているね。
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　５人にんの魔ま法ほう使つかいは、そのまま、どこかへ飛とんでいきます。

　すみっコたちは、走はしって魔ま法ほう使つかいたちを追おいかけ始はじめました。




　魔ま法ほう使つかい、「わん」「つー」「すりー」「ふぉー」は、ひさしぶりに訪おとずれたすみっコたちの世せ界かいに、ニコニコ。

　５年ねん前まえの青あおい大だい満まん月げつの夜よるにも、来きたことがあったんですね。

　でも、いちばん小ちいさな「ふぁいぶ」は、初はじめて来きたようです。めずらしそうに町まちを見みています。




　そうこうしているうちに、魔ま法ほう使つかいたちは、公こう園えんに到とう着ちゃくしました。

　すみっコたちも、公こう園えんにやって来きます。

　魔ま法ほう使つかいたちは、それを見みると、楽たのしそうに魔ま法ほうを使つかい始はじめました。

　５人にん組ぐみの魔ま法ほう使つかい。

　まず、いちばん大おっきなこ、わんが公こう園えんの砂すな場ばに向むかってステッキを振ふります。

　すると、そこに、砂すなのお城しろがたちました！

　すみっコたちは「わあ……」と、あっとうされています。

　メガネっこの、つーが、遊ゆう具ぐに向むかって魔ま法ほう書しょを開ひらくと、遊ゆう具ぐの鳥とりが動うごき出だします。わんとつーはそれに乗のって飛とび回まわって遊あそびます。

　いたずらっこのすりーは、公こう園えんの銅どう像ぞうにステッキを振ふります。すると、銅どう像ぞうが動うごき出だしてすみっコたちの方ほうへ……！

「！」

　すみっコたちは、すみっこに逃にげていってしまいました。

　くいしんぼうなこふぉーは、落おち葉ばに向むかってステッキを振ふります。落おち葉ばは、なんと、たくさんのクッキーになって舞まい上あがりました。

　ふぉーはもちろん、他ほかの魔ま法ほう使つかいたちも、クッキーをパクパク食たべて……あー、すえっこのふぁいぶが、食たべ損そこねちゃった……。クッキーを落おとしてしまいました。

　と、思おもったら。

　とかげが、落おちてきたクッキーをキャッチして、ふぁいぶに差さし出だしてあげています。

　それに気きづいたふぁいぶが、降おりてきて、クッキーを受うけ取とって……。

　ぺこりと、おじぎ。

　とかげは、にこっと、笑え顔がおをかえします。




　わんが、魔ま法ほう使つかいたちに向むかって、そろそろいこう、とうながしました。

　ふぁいぶはあわてて、もとの場ば所しょまで浮うかび上あがります。

　魔ま法ほう使つかいたちはそのまま、商しょう店てん街がいの方ほうへ飛とんでいってしまいました。

　もちろん、すみっコたちも、その後あとを追おいかけます。

[image: ]

　商しょう店てん街がいの上うえにやってきた、魔ま法ほう使つかいたち。

　いろんなお店みせの上うえを飛とびながら、ステッキを振ふっていきます。




　駄だ菓が子し屋やさん──。

　お花はな屋やさん──。

　クリーニング屋やさんも──。




　ステッキが振ふられたお店みせの看かん板ばんが、ぴかぴか光ひかりかがやきはじめました。

　魔ま法ほう使つかいたちがおこした、お店みせのパレードのようです。

　追おいかけてきたすみっコたちは、びっくり。

　とってもキラキラして、いつもの町まちが、ちがう場ば所しょみたいだね。




　魔ま法ほう使つかいたちは、すみっコマーケットにも、たくさんの灯あかりをつけました。




　これで、町まちの方ほうはおしまい？　魔ま法ほう使つかいたちは、満まん足ぞくして、ぐるりと方ほう向こう転てん換かん。

　魔ま法ほう使つかいたち、森もりへ向むかったようだよ。

　それをぼうぜんと見み送おくる、すみっコたち。




　おいかけてみよう！

　すみっコたちは、おたがいに、うん、とうなずき合あいました。







[image: ６　青い月夜のナイトパーティ]

　場ば面めんは変かわって──。

　夜よるの森もりの中なかを歩あるいているすみっコたち。

　暗くらくて、まわりがよく見みえません。

　おっかなびっくり歩あるいていると、突とつ然ぜん、ふたつの光ひかりが見みえました。

「!!」

　びくっとなる、すみっコたち。

　でもそれは、眠ねむっていたきのこが、すみっコたちに気きがついて目めを開あけただけでした。すみっコたちも、ほっと安あん心しんしています。

　でも、今こん度どは上うえの方ほうから何なにかが！

　……と思おもったら、ふくろうが飛とび立たつところ。

　あれ、目めの前まえの地じ面めんがポコッともりあがりました！

　……その正しょう体たいは、土つちの中なかから出でて来きたもぐらだったみたい。

　すみっコたちは、「びくっ！」と「ほっ」のくり返かえし。

　暗くらい森もりは、やっぱりちょっと怖こわいですからね。




　落おち着ついたところで、ぺんぎん？が、もぐらに何なにか話はなしかけています。

　魔ま法ほう使つかいたちを見みなかったかどうか、聞きいているみたい。

　もぐらは（知しってる！）と、大おおきくうなずきました。

　そして、「ついてきて」とばかりに、くいくいと頭あたまを動うごかすと、地じ面めんにもぐって、進すすみはじめます。

　もぐらが通とおった後あとの地じ面めんは、ぼこぼこともりあがります。すみっコたちは、もぐらの後あとを追おいかけていきました。




　しばらくそうしていると、森もりの奥おくの、少すこし開ひらけた場ば所しょに辿たどり着つきました。

　何なにやら、灯あかりがともっています。誰だれか、いるみたい。




　近ちかづいていく、すみっコたちが見みたものは……。




　魔ま法ほう使つかいたち、ナイトパーティを開ひらいているよ。

　やっと、魔ま法ほう使つかいたちに追おいつくことができました。




　魔ま法ほう使つかいたちは、まだ、すみっコたちに気きがついていないみたい。

　楽たのしくパーティをつづけています。

　まわりの木き々ぎには、イルミネーション。

　テーブルにはごちそうが並ならんでいます。

　わん、つー、すりー、ふぉーが、ステッキを振ふって、あたりに落おちていたどんぐりに魔ま法ほうをかけると、どんぐりたちは楽がっ器きを手てにした楽がく団だんになりました！

　おたがいに顔かおを見み合あわせて、演えん奏そうをはじめます。




　レッツ・ミュージック！　レッツ・ダンス！
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　魔ま法ほう使つかいたちは空くう中ちゅうで、ダンスを踊おどりはじめました。

　くるくる回まわったり、空くう中ちゅうでステップをふんだり……。

　すみっコたちは、「わあっ」と目めをキラキラさせて、それに見み入いっています。

　魔ま法ほう使つかいたちを追おいかけてきたわけを、忘わすれてしまったのでしょうか？




　と、ふぁいぶが、すみっコたちに気きがつきました。

　ふぁいぶは、とかげを見みて、さっきクッキーを拾ひろってくれたことを思おもいだします。

　そして、わんたちに、すみっコのことを伝つたえました。




　わん、つー、すりー、ふぉーは、パーティですっかり楽たのしくなっているみたい。




「おいでおいで、いっしょにおどろうよ！」

　魔ま法ほう使つかいたちが、すみっコたちをパーティに招しょう待たいしました。

　そう言いわれても、どきどきしちゃって行いけない、すみっコたち。後あとずさって、固かたまっています。

　もぐらは、びっくりして地じ面めんにひっこんじゃいました。

　ごきげんな魔ま法ほう使つかいたちは、そんなすみっコたちに向むけて、ステッキを振ふりました。

　すると……。




　なんと、すみっコたちが、魔ま法ほう使つかいの姿すがたに！




　しろくま、ねこ、とかげ、ぺんぎん？、とんかつだけじゃなく。

　いつもどおりついてきちゃった、えびふらいのしっぽ、にせつむり、ざっそう、ほこり、たぴおか、おばけたちまで、み～んな魔ま法ほう使つかいです。

　魔ま法ほう使つかいたちは、まんぞくそうに、「みんなもどうぞ」と、すみっコたちをもう１度どパーティに招しょう待たいしました。

　ふぁいぶは、とびきりうれしそう。

　魔ま法ほう使つかいだけの、秘ひ密みつのパーティに、すみっコたちも仲なか間まいりです。

　びっくりしてとまどう、すみっコたち。

　魔ま法ほう使つかいに夢ゆめを叶かなえてもらおうと思おもって追おいかけてきたのに、すみっコたちが魔ま法ほう使つかいになっちゃった……。




　そんなすみっコたちの様よう子すにも、おかまいなしの、わん。

　わんがステッキを振ふると、テーブルが宙ちゅうに浮うきます。

　つーが、イスを、すみっコたちのところに飛とばしてくれました。

　すみっコたちは、イスの上うえに乗のったまま、ふわりと浮うかび上あがり、テーブルを囲かこみます。

　ふぁいぶは、すみっコたちをおもてなししたいようです。

　テーブルに、イスだから……ティーカップに、お茶ちゃ！

　ふぁいぶは、はりきってステッキを振ふります。

　……しかし、ティーカップのかわりに、バケツが出でて来きちゃいました……。

「……」

　すみっコたちも、ハテナマーク。

　ふぁいぶはすっかりあせってしまいます。

　他ほかの魔ま法ほう使つかいたちは、「落おち着ついて」とふぁいぶをはげまし、見みかねたつーが、魔ま法ほう書しょを開ひらきます。

　ティーカップとポットを出だしてくれました。

　ポットがひとりでに動うごいて、ティーカップに紅こう茶ちゃを注ついでまわります。

　はげまされたふぁいぶは、今こん度どこそ！　と気き合あいを入いれ直なおしたみたい。

　おいしい紅こう茶ちゃに合あうものは？　ドーナツですね！

　ふぁいぶは、いっしょうけんめいドーナツをイメージして……それっ！　と、ステッキを振ふります。

　でも、出でてきたのは、ドーナツじゃなくて、タイヤ……。

「…………」

　あ、すみっコたちも、どうしていいかわからないみたい。

　わたわたしているふぁいぶをフォローして、ふぉーがケーキを出だしてくれました。

　やっぱり、みんなをおもてなししたいふぁいぶ。

　ケーキを食たべるために必ひつ要ような、フォークを出だそうとします。

　フォーク、フォーク、フォーク……それっ！

　ふぁいぶはがんばったのですが、今こん度どは、「くまで」が出でてきてしまいました。

　くまで……落おち葉ばなどを集あつめるときに使つかう、大おおきなフォークのような道どう具ぐです。ケーキを食たべるには、ちょっと大おおきすぎるかな。

　失しっ敗ぱいばかりでショックをうけたふぁいぶのかわりに、すりーがフォークを出だしてくれます。

　わんも、ステッキを振ふり、マカロン、チョコ、キャンディなど、次つぎ々つぎとお菓か子しを出だしました。

　夢ゆめのような光こう景けいにウットリして、お菓か子しや紅こう茶ちゃを楽たのしむすみっコたち。

　でも、ふぁいぶはしょんぼりして、木きの枝えだの上うえ、すみっこに行いってしまいました。




　わん、つー、すりー、ふぉーは、かわるがわるステッキを振ふります。

　今こん度どは、何なにが起おこるんでしょう？

　あっ、からのティーカップがぐんぐん大おおきくなっていきますね。

　すみっコたちは、その中なかに入はいりこみます。

　すみっコたちを乗のせたティーカップはくるくる回まわり、すみっコたちの目めも、くるくる。

　そんなティーカップのまわりに、色いろとりどりの花はな火びが打うちあがります。

　すみっコたちも、大おおよろこび！




　それからも……。

　魔ま法ほう使つかいたちは、しろくま、ぺんぎん？を、バドミントンに誘さそいました。

　ステッキで、シャトルを打うち合あうんです。

　とかげ、とんかつ、みにっコたちは、宙ちゅうに浮うかんだティーカップの中なかから、みんなのふんとうを見みています。

　点てんを取とったり、取とられるたびに、わあっ！　と、拍はく手しゅかっさいです。

　あれ？　ねこは……？

　ひとりで、ごちそうをもぐもぐ食たべ続つづけていますね。

　思おもい思おもいに楽たのしんで、大おおもりあがりの、みんな。




　ただひとり、ふぁいぶだけは、木きの枝えだのすみっこで、みんなのことを見みていました。

　うまく魔ま法ほうが使つかえない自じ分ぶんにくらべて、わんたちは、すごいなあ……。

　そんなことを、考かんがえているようです。




　もうすぐ夜よるが明あけ、青あおい大だい満まん月げつの夜よるも終おわります。







[image: ７　ふぁいぶ、うちにくる？]

　楽たのしかった夜よるがだんだん明あけてきます。

　まっくらだった空そらが、うっすら明あかるくなってきました。

　わんが、ハッとします。

　少すこしあわてた様よう子すで、乗のって来きた船ふねを指ゆびさしています。

　魔ま法ほう使つかいたちも、帰かえる時じ間かんになりました。

　わん、つー、すりーは、ホウキを取とり出だして、船ふねの方ほうへ一いっ直ちょく線せん。

　ふぉーも、ふぁいぶの手てを引ひいて、自じ分ぶんのホウキに乗のせて、船ふねへ……。

　……って、それは本ほん当とうに、ふぁいぶ？




　水みず色いろのたぴおかなんだけど……。
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　いそいでいたふぉーがつかんだのは、水みず色いろのたぴおかの手てでした。

　とかげは、それを見みて、びっくり。

　枝えだの上うえで眠ねむっているふぁいぶを見みつけて、呼よびかけます。

　起おきて、起おきて、ふぁいぶ。みんな帰かえっちゃうよ！




　ああ、魔ま法ほう使つかいたちは、みんな気きがついていないみたい。

　やっと起おきたふぁいぶは、急いそいでホウキを出だして、またがります。

　わん、つー、すりー、ふぉーを追おいかけて、飛とんで……なんだか、ふらふらしていますね。

　心しん配ぱいそうに見み守まもる、すみっコたち。

　でも、遅おそかったみたい。

　他ほかの魔ま法ほう使つかいたちを乗のせた光ひかりの船ふねは、空そらに高たかく上あがって行いってしまいます。

　いっしょうけんめいに追おいつこうとする、ふぁいぶ。

　そんなふぁいぶをよそに、船ふねはぐんぐん小ちいさくなっていき、そして見みえなくなってしまいました。

　同どう時じに、かかっていた魔ま法ほうが消きえて、すみっコたちの姿すがたも、もとにもどります。




　ふぁいぶ、置おきざりにされてしまいました。

「！」

　大だいショックです。力ちからが抜ぬけて、ふら……っとホウキから落おちてしまいます。

　しろくまが、急いそいでふろしきを広ひろげました。

　片かた方ほうを、ぺんぎん？が持もちます。




　ひゅるる～～～……ぽすっ。




　ふぁいぶは、ふろしきの上うえに落おちてきました。

　ひとまずほっとする、すみっコたち。

　助たすかったふぁいぶはというと、ふろしきの中なかで、どうすればいいのかわからない……といった様よう子すで、ただただ、空そらを見み上あげています。




　とかげは、そんなふぁいぶを見みて、思おもい出だしました。




　──すみっ湖こ。

　──湖みずうみに浮うかぶスミッシーと、湖みずうみのほとりからそれを見みているとかげ。

　──スミッシーは、とかげに背せを向むけて、行いってしまいます。

　──行いかないでほしい。

　──でも、行いってしまう。

　──とかげはただ、見み送おくることしかできません……。




　とかげは、がっくりとうなだれているふぁいぶに近ちかづきました。

「うちにくる？」

　ハッとして涙なみだを浮うかべる、ふぁいぶ。

「いいの？」

　とかげは、うなずいて、にこっと笑わらいました。

　こうして、ふぁいぶは、とかげのおうちに泊とまらせてもらえることになりました。

　ハラハラ見み守まもっていたすみっコたちも、ほっとした表ひょう情じょうです。
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　森もりの中なかの、帰かえり道みち。

　分わかれ道みちまで来くると、とかげは、他ほかのすみっコたちに「またね」と手てを振ふりました。ふぁいぶがとかげを見みると、「あっちだよ」と、片かた方ほうの道みちを指ゆびさします。

　こうして、とかげとふぁいぶは、２人ふたりでとかげの家いえに向むけて歩あるきだしました。

　とかげの家いえは、森もりの中なかでもとても大おおきなりんごの木きの幹みきをくりぬいた、その中なかにあります。

　ちゃんと、『とかげ』という表ひょう札さつもついています。

　とかげが先さきに家いえに入はいって手てまねきすると、ふぁいぶはぺこりとおじぎをしてから、とかげのあとに続つづきました。




　家いえの中なかには、丸まる太たのテーブルとイス。

　ふぁいぶにイスをすすめたとかげは、「ちょっとまっててね」と言いうと、ハシゴで地ち下か室しつに降おりていきます。

　地ち下か室しつには、木きのベッド。そのそばには、スミッシーの写しゃ真しんがかざってありました。

　とかげは、その写しゃ真しんを手てにとってじっと見みてから、見みえないようにくるりと裏うら返がえします。

　スミッシーがおかあさんであることは、ナイショだもんね。

　それからとかげは、そばにある宝たから箱ばこをふりかえりました。

　中なかには、スミッシーグッズがたくさん。これも、フタをして鍵かぎをかけておかなきゃ。

　と、その様よう子すを、ふぁいぶが上うえから見みていることに気きづきました。
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　焦あせるとかげ。何なにか見みられたかな？　ふぁいぶは、

「ふわぁ……」とあくびをしています。

　そうか、夜よ通どおしパーティだったから、眠ねむいよね。

　とかげは、ベッドをぽんぽんと叩たたきました。

　降おりてきたふぁいぶに、枕まくらを渡わたしてあげます。ベッドを貸かすからいっしょに寝ねようと言いっているみたい。

　ふぁいぶは、ありがとうと頭あたまを下さげます。




　ベッドのなかで並ならんで横よこになる、とかげとふぁいぶ。

　すみっこが好すきなとかげは、ベッドのすみっこの方ほうへ。

　ふぁいぶはそんなとかげを見みて、少すこし考かんがえてから、寝ねているとかげの背せ中なかにぴったりくっつきに行いって、目めを閉とじました。

　魔ま法ほう使つかいたちの世せ界かいに帰かえれなくなった、ふぁいぶ。

　こうしていると、安あん心しんするのかな。







[image: ８　ふぁいぶの魔法]

　今日きょう、とかげは、喫きっ茶さすみっコに、ふぁいぶを紹しょう介かいしに来きました。

　ふぁいぶは、すみっコたちの世せ界かいで暮くらすことになったんです。

　とかげに続つづいて喫きっ茶さすみっコに入はいってきたふぁいぶに、まめマスターが「いらっしゃい」と声こえをかけます。

　店てん内ないには、もう、すみっコたちがそろっていました。もちろん、すみっコたちが大だい好すきな、すみっこの席せきに座すわっています。

　すみっコたちに、おばけがメニューを持もってきました。

　ふぁいぶは、喫きっ茶さすみっコは、はじめて。何なににしていいか悩なやんでいるようです。




　とかげは、メロンソーダをさしました。

　メロンソーダは、喫きっ茶さすみっコの名めい物ぶつ。

　しろくまはサンドイッチをすすめています。

　くいしんぼうのねこは、ナポリタンをおすすめしています。うん、みんなおいしいんだよね。

　ぺんぎん？は、ウィンナーのかわりに好こう物ぶつのきゅうりをはさんだ、まるごときゅうりドッグ……。これは、ぺんぎん？のための、スペシャルメニューかな。

　とんかつは、ホットケーキをおすすめしています。

　ホットケーキも名めい物ぶつです。
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　全ぜん部ぶのメニューが並ならんだテーブル。

　結けっ局きょく、みんな頼たのんじゃった。

　目めを輝かがやかせて喜よろこぶ、ふぁいぶ。
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　そんなふぁいぶを見みて、すみっコたちも、みにっコたちも、にっこりです。

　ふぁいぶに間ま違ちがえられて魔ま法ほう使つかいたちの世せ界かいに行いってしまった、水みず色いろのたぴおかが、１匹ぴき足たりないみたいだけど……。




　とかげは、色いろんなところにふぁいぶを連つれていきます。




　たとえば、公こう園えん。

　ブランコに乗のってはしゃぐふぁいぶを見み守まもる、すみっコたち。




　たとえば、いっしょに駄だ菓が子し屋やさんでお買かい物ものをしたり。

　とかげはふぁいぶに、水みずあめを伸のばして見みせてあげているみたい。

　ふぁいぶは、「わあ」と喜よろこんでいます。

　カツを手てにしたとんかつと、ラムネを抱かかえたえびふらいのしっぽ。紙かみ風ふう船せんで遊あそぶたぴおか。思おもい思おもいのお菓か子しを買かったすみっコたちは、それを食たべながら、楽たのしそうにしているふぁいぶを見みています。




　たとえば、パン教きょう室しつへ行いったり。

　すみっコたちは、思おもい思おもいに、好すきな形かたちのパンを作つくっています。

　えびふらいのしっぽは、あじふらいのしっぽの形かたちを。

　ぺんぎん？はメロンパンを、ねこは、ざっそうの形かたちのパンを、しろくまはふろしきの形かたちのパンを作つくっています。

　ふぁいぶも、いっしょうけんめいパンをこねて、そして……。

　みんなでがんばって作つくったパンに、たぴおかがハケで、たまごを塗ぬって、オーブンに入いれて。

　オーブンから取とり出だせば、ほかほかの焼やきたてパン！




　ふぁいぶ、すみっコたちと、すっかり仲なか良よくなったね。
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　ある日ひの帰かえり道みち。

　すみっコたちとふぁいぶは、仲なか良よく遊あそんできたところです。

　日ひは落おちかけていて、空そらには月つきが出でています。

　少すこし欠かけた、白しろい月つき。

　ふぁいぶは、空そらを見み上あげて少すこしさびしい顔かおをしました。

　次つぎの青あおい大だい満まん月げつの夜よるは、５年ねん後ご……。

　それまで、ふぁいぶは、他ほかの魔ま法ほう使つかいに会あえないね。
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　さびしいけれど……でも、すみっコたちがいっしょにいてくれる。

　普ふ段だんはすみっコハウスのすみっこで、ほーっとしているすみっコたち。ふぁいぶは、もうその仲なか間まです。
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　秋あきもだいぶ深ふかまって、木この葉ははかなり落おち、木きも寒さむそうになる季き節せつ。

　とかげ以い外がいのすみっコたちと、それに加くわえて、えびふらいのしっぽ、たぴおか、ざっそうは、とかげの家いえに向むかって、森もりの中なかを歩あるいています。

　すみっコたちとえびふらいのしっぽはそれぞれ、手てにはとかげへのおみやげを持もって。

　木きのかげからみんなを見みているのは、とかげとなかよしの、本ほん物もののとかげ。森もりで暮くらしています。

　本ほん物もののとかげに気きづいたしろくまが、おみやげを見みせて「みんなでティータイム」と説せつ明めいしました。みんなで、とかげの家いえに遊あそびに行いくんだね。
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　とかげの家いえについた一いっ行こう。本ほん物もののとかげもいっしょです。

　とかげの家いえを、ぺんぎん？がノックすると、中なかからとかげとふぁいぶが顔かおをのぞかせます。

　とかげは、みんなの姿すがたを見みて、にっこり。

　みんなおみやげを持もってきてくれたみたいだよ。

　みんなのおみやげは……。

　ねこは、お花はな。

　しろくまは、手て作づくりのアップルパイ。

　とんかつとえびふらいのしっぽは、かごに入いれたレモン。レモンティーにすれば、パイに合あいそう。

　ぺんぎん？は、チョコがけきゅうりをとかげに渡わたします。

　とかげ、ちょっと困こまってる……。

　チョコきゅうりは……、おいしいの……かな？

　本ほん物もののとかげは、みんなと違ちがっておみやげはなし。突とつ然ぜんのことだったもんね。少すこし、申もうし訳わけなさそうにしています。

　でも、やっぱりにっこり笑わらう、とかげ。

　いいのいいの。来きてくれるだけで、うれしいよね。




　ねこが持もってきてくれたお花はなを花かびんに飾かざって、アップルパイを切きり分わけて、レモンティーをいれて、みんなでテーブルをかこみます。

　楽たのしいティータイム。
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　とちゅうで、本ほん物もののとかげが、「そういえば……」と、ふぁいぶを見みました。

「このコ、だれ？」

　ぺんぎん？が、説せつ明めいします。

　世せ界かい七大だい伝でん説せつの本ほんにものっていた、魔ま法ほう使つかい。

　青あおい大だい満まん月げつの夜よるにやって来きて、夢ゆめを叶かなえてくれる。そう書かいてあったから、すみっコたちは、みんなで魔ま法ほう使つかいを待まってたんだよね。

　この話はなしを聞きいて、ふぁいぶはキョトンとみんなを見みました。

「ゆめ？」

　ふぁいぶは、首くびをかしげます。

「ゆめってなぁに？」

　魔ま法ほう使つかいたちは魔ま法ほうでなんでも叶かなってしまうから、夢ゆめが何なにかわからないようです。

　とかげが、ふぁいぶに返へん事じをしました。

「夢ゆめは、こうなったらいいなあ……っていう、願ねがい事ごとだよ」




「理り想そうの姿すがたになりたい……」

　ねこが、スリムになった自じ分ぶんの姿すがたを思おもい浮うかべます。




「誰だれかにおいしく食たべてもらいたい……」

　とんかつとえびふらいのしっぽは、誰だれかにおいしく食たべてもらうところを。




「ずっとあったかくしていたい……」

　しろくまは、ぽかぽかあったかくしている自じ分ぶんと、ふろしきを。




「自じ分ぶんが何なんなのか知しりたい……」

　ぺんぎん？は、自じ分ぶんが何なに者ものか知しることが夢ゆめ。




　みんなで夢ゆめについて語かたりあい、盛もり上あがっていますが、とかげだけはだまっています。

　おかあさんがきょうりゅうってことは、みんなには秘ひ密みつ。

　だから、おかあさんといっしょに暮くらしたい、っていうのは、言いえないよね。




　みんなの話はなしを聞きいていたふぁいぶは、少すこし戸と惑まどっています。

　みんな、そんなに夢ゆめを叶かなえたいんだ？




　すみっコたちにしてみれば、当とう然ぜんです。

　しろくまがササッとスリムになったねこの絵えを描かくと、ねこはウットリとそれを眺ながめます。

　ねこは、こんなふうになりたいんだって。

　とんかつとえびふらいのしっぽは、おたがいに、食たべられるときには、豪ごう華かなお皿さらに乗のって、メインディッシュになりたい……と想そう像ぞうしています。

　自じ分ぶんたちだけが食たべられないなんて……、かなしい思おもい出では、もうイヤです。

　しろくまも、夢ゆめを追おって、北きたの寒さむい地ち域いきからここまでふろしきと旅たびをしてきたんです。寒さむいのが苦にが手てでわざわざ北きたの方ほうからやって来きたんだ……。

　ぺんぎん？は、自じ分ぶんを見みつけるために、たくさんの本ほんを読よんでいます。

　このままずっと自じ分ぶんが見みつからなかったら……って思おもうと、不ふ安あん。




　みんなの強つよい願ねがいを聞きいていたふぁいぶは、何なにかを決けっ心しんして立たち上あがりました。

　ステッキをかまえて、キリッとみんなを見みるふぁいぶ。

　もしかして、ふぁいぶが夢ゆめを叶かなえてくれるの？

　胸むねを張はっているけど、大だい丈じょう夫ぶ？　また失しっ敗ぱいしちゃうんじゃ……。




　ふぁいぶは、すみっコたちの方ほうを向むきました。

　集しゅう中ちゅう、集しゅう中ちゅう。そしてステッキを振ふる、ふぁいぶ。

　みんなキラキラした目めでふぁいぶを見み守まもっていますが、ぺんぎん？は、イヤな予よ感かんがしているみたい。眉み間けんにしわが寄よっています。




　そして、魔ま法ほうが発はつ動どう！

　ぺんぎん？は、とっさに横よこにダッシュして、魔ま法ほうをよけました。

　すると、夢ゆめを話はなしたぺんぎん？以い外がいの全ぜん員いんに魔ま法ほうがかかります。

　さて、どうなったでしょうか？




　ねこは、スリムに……は、なったのかな。ムキムキのマッチョな姿すがたに。

　かっこいいけど、思おもってたのとちょっと違ちがうみたい。ねこはタラリと汗あせを流ながします。

　とんかつとえびふらいのしっぽの足あし元もとには、ちっちゃなヘビが。

　そのヘビがとんかつの足あしにパクッとかじりつきましたが、これじゃあ、食たべてもらえないね。

　しろくまは、毛けがものすごくモコモコになってしまいました。

　動うごきづらそう……。

　そんなみんなを見みて、ぺんぎん？は、「助たすかった」と汗あせを拭ふいています。




　みんなの様よう子すを見みていた、とかげ、みにっコたちと本ほん物もののとかげは、目めがテン。

　また失しっ敗ぱいしてしまったふぁいぶは、がっくりと肩かたを落おとします。

　いまのふぁいぶの力ちからでは、みんなの夢ゆめを叶かなえることができません。

　ふぁいぶが、魔ま法ほうを消けしました。




　もとにもどったみんなは、ふぁいぶが落おち込こんでいることに気きづくと、「いいよいいよ」とふぁいぶをなぐさめに行いきます。

　それでも、うなだれているふぁいぶ。
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　ねこがたぴおかをなでます。「ぷにぷにする？」

　ねこは、たぴおかをぷにぷにしては、ストレスを解かい消しょうしているんだよね。

　とんかつとえびふらいのしっぽも、手てをあげて「大だい丈じょう夫ぶ、アゲアゲで！」だって。

　それでも、それでも、まだふぁいぶは申もうし訳わけなさそう。

　しろくまが、筆ふでを取とり出だしました。ぺんぎん？のおなかに、しろくまの絵えをかきます。

　そうして、ぺんぎん？がおどると、しろくまの絵えがぐにゃぐにゃと動うごきます。

　これには、ふぁいぶも、ぷっとふき出だしてしまいました。

　すみっコたちは、みんな、ほっとします。

　ふぁいぶの笑え顔がおが見みられて、よかったね。




　一ひと安あん心しんしたすみっコたち。

　そんな騒さわぎのかたすみで、ねこが、床ゆかに落おちている紙かみに気きづきました。それは、しろくまの描かいた「スリムなねこの絵え」です。

　ちょっと悲かなしそうにその絵えをながめる、ねこ。

　ふぁいぶがステッキを振ふった時ときは、この姿すがたになれると、期き待たいしていました。

　絵えをながめつづけるねこのそばに、しろくまが近ちかづいてきます。

　そして、ねこの手てから絵えを取とって、くるくる丸まるめて、ごみ箱ばこに、ぽい。

　ねことしろくまは、何なに事ごともなかったように、席せきにもどりました。

　でも、ふぁいぶは、その様よう子すを見みていました……。







[image: ９　何が消えたの？]

　楽たのしいティータイムが終おわって、みんな、とかげの家いえから帰かえっていきます。

　とかげとふぁいぶが、その様よう子すを見み送おくりました。

　すみっコたちは、元げん気きなように見みえるけど、ふぁいぶの魔ま法ほうで夢ゆめを叶かなえてもらえなくて、やっぱり少すこしがっかりしているみたいです。

（夢ゆめが叶かなわないと、そんなに悲かなしいのかな？）

　すみっコたちにバイバイしながら、ふぁいぶは考かんがえます。

　何なにか少すこしでも、力ちからになれたら……。







　その日ひの夜よる。

　ふぁいぶは、とかげといっしょにベッドに入はいりました。

　とかげは、もう寝ねています。

　ふぁいぶは、帽ぼう子しの中なかから秘ひ密みつの魔ま法ほう書しょを取とり出だしました。

　パラパラめくります。こんな真ま夜よ中なかに、魔ま法ほうのお勉べん強きょう？

　ふぁいぶが、あるページで手てを止とめました。

　あるものが消きえる……「消しょう失しつの魔ま法ほう」？

　いらないゴミ……りんごの芯しんとか、バナナの皮かわなどが消きえる絵えが描かいてあります。

　ふぁいぶはそれを見みて、何なにか思おもいついたみたい。

　こっそり、ベッドから抜ぬけ出だしました。

[image: ]

　とかげの家いえを出でたふぁいぶは、ひとりで「消しょう失しつの魔ま法ほう」の練れん習しゅうをしています。

　落おちていたどんぐりにステッキを振ふって……何なにも起おこりません。

　もう１回かい。まだ、だめです。

　でも、あきらめません。

　ふぁいぶは、立りっ派ぱに魔ま法ほうを使つかえるようになりたいんです。

　う～～～んと集しゅう中ちゅうして、もう１回かいステッキを振ふります。
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　すると……。




　ぽん！




　どんぐりが消きえちゃった……。

（やった！）

　喜よろこぶ、ふぁいぶ。うんうんとうなずいて、満まん足ぞくそうです。

　でも、ふぁいぶ、魔ま法ほうで何なにを消けすつもり？

　ふぁいぶは、ホウキを出だして、それに飛とび乗のりました。

　夜よ空ぞらを、ふらふら飛とんでいきます……。
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　ふぁいぶが到とう着ちゃくしたのは、すみっコハウスです。

　ホウキに乗のったふぁいぶが窓まどから中なかを覗のぞき込こむと、すみっコたちが、おおきな布ふ団とんの上うえで寄より添そって寝ねています。

　ふぁいぶは、ウンとひとつうなずいて、すみっコたちに向むけてステッキをかまえました。

　そして、集しゅう中ちゅうしはじめます……。

　まさか……ふぁいぶ、すみっコたちを消けしちゃうの？

　ふぁいぶが魔ま法ほうのステッキを振ふると、魔ま法ほうの光ひかりがすみっコたちを包つつみ込こみます。
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　まさか、まさか……。

　……あれ？　えびふらいのしっぽだけ、ころんと寝ね転ころがりました。

　ふぁいぶがかけようとした魔ま法ほうの外そとに出でたみたいです。

　あっ、今いまはそれより、ふぁいぶの魔ま法ほうがどうなったか……。




　…………。




　魔ま法ほうの光ひかりが消きえても、すみっコたちは、すやすやと眠ねむったまま、そこにいました。

　よかった。消きえなかったみたい。

　ふぁいぶは、「どうかな？」という顔かおで、すみっコたちを見みています。

　結けっ局きょく、ふぁいぶはちょっと不ふ安あんそうな顔かおをしたまま、ホウキで飛とんで帰かえってしまいました。

　なんにも、消きえなかった……。

　いいえ、でも本ほん当とうは、消きえていたのです。

　目めには見みえないけれど、大たい切せつなものが。
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　夜よるが明あけました。

　みんな、朝あさだよー。

　すみっコハウスで寝ねていたすみっコたちを、窓まどからさしこんだ朝あさ陽ひが照てらします。

　さわやかな朝あさ。

　いちばんはじめに起おきたのは、ぺんぎん？でした。パチッと目めをさまし、太たい陽ようを見みて、ニカッと笑わらう、ぺんぎん？。

　あれっ。ぺんぎん？も、何なんだかいつもよりさわやかな笑え顔がお。

　ぺんぎん？が次つぎ々つぎにみんなを起おこすと、しろくま、ねこ、とんかつたちも目めを覚さまします。

　しろくま、なんだか困こまり顔がお。どうしたのかな、何なんかへんだよ？

　しろくまはベッドから出でて、まっすぐ物もの置おきまで歩あるいて行いって、そこから扇せん風ぷう機きを取とり出だしました。

　しろくまが、扇せん風ぷう機き？

　スイッチを入いれると、しろくまは、ぶるぶる震ふるえながら風かぜを受うけています。

　えっと……暑あついの？　寒さむいの？

「あー、あついあつい」と言いいながら扇せん風ぷう機きの風かぜを受うけ続つづけるしろくまのそばに、ポツンとふろしきが置おかれています。

　どうしちゃったの？　あんなに寒さむがりだったのに……。




　とんかつは、台だい所どころから持もってきた三さん角かくコーナーを頭あたまからかぶりました。

「どうせ、なまゴミだし…」なんて言いってるみたい。
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　どうせなまゴミだし？　ふだんはそんなこと言いわないのに。とんかつもへんだよ？

　えびふらいのしっぽが、おどろいてとんかつを見みています。

　いつも２人ふたりで、目めをキラキラさせながら、おいしく食たべてもらうために頑がん張ばってたんだもんね。




　ねこは？

　臆おく病びょうで、いつもひかえめなねこですが、今日きょうはなんだか、胸むねを張はって堂どう々どうとしてるね。

　歩あるき方かたも、ズンズン。

　ねこも……おかしいね……。

　ざっそうが、キョトンとしてしまっています。




　──カランコローン。




　喫きっ茶さすみっコに、とかげとふぁいぶ、みにっコたちがやってきました。

　もう、他ほかのみんなは来きているけど……。




　すみっコたちが座すわっているのは、いつものすみっこの席せきではなく、まんなかのソファ席せき。

　ぺんぎん？はふっきれたような笑え顔がおで上うえを向むいているし。

　とんかつは三さん角かくコーナーをかぶってごろごろとやさぐれているし。

　とかげは、「どうしちゃったの？」と、ただただとまどっています。

　ふぁいぶも、たぴおかたちも、ちょっと、ポカーン……。

　ぺんぎん？は、ニカッと笑わらいました。

「どうもしないさ」「これが自じ分ぶんさ」

　本ほん当とうに？　ぺんぎん？、自じ分ぶんさがしはどうしたの？

　ぺんぎん？となかよしの、黄き色いろいたぴおかは、じっと何なにかを考かんがえているみたい。

　その一いっ方ぽうで、とんかつが「ふっ」と息いきを吐はきます。

「どうせ、なまゴミだし」

　かんぜんに、やさぐれてるね……。えびふらいのしっぽは、泣なきそうになっています。

　しろくまは、寒さむそうに震ふるえているくせに、うちわで自じ分ぶんをあおぎ続つづけています。

　しろくま、早はやく冬ふゆが来きてほしいって……。

　ねこは、食たべたいものを好すきなだけ、バクバク。

　あんなに、体たい型けいのことを気きにしていたのに。

　ねこ、太ふとってもいいの？




　──ウィ───ン。




　あっ、なぞのアームが降おりてきました。
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　ねこがつい食たべすぎちゃった時ときなどは、よくアームがつまみあげて、ストップしてくれるんです。

　でも……。

　ねこが重おもくて持もち上あがらないみたい。つるっとすべって、つかめません。




　とかげとふぁいぶは、すっかり困こまってしまいました。

　みんな、本ほん当とうにどうしちゃったの？

　焦あせるとかげの横よこで、ふぁいぶが「ハッ」としました。

　何なにか、思おもい当あたることが……そう！




　昨さく夜や、眠ねむっているみんなにかけた、「消しょう失しつの魔ま法ほう」。

　あの魔ま法ほう、かかっていないかと思おもったけど。




　ふぁいぶは、ショックで、ぼうぜん。

　とかげが「どうしたの？」と声こえをかけます。

　ふぁいぶは、涙なみだ目めでとかげを見みます。

「どうしよう。魔ま法ほうで消けしちゃったの」

「なにを？」

「みんなの夢ゆめ」




　そう。

　ふぁいぶは気きづいてしまいました。自じ分ぶんの魔ま法ほうは、ちゃんとみんなにかかっていたのだと。

　だからみんな変かわってしまったのだと。

　ふぁいぶが消しょう失しつの魔ま法ほうで消けしたのは、みんなの夢ゆめ。

　夢ゆめが叶かなわなくて悲かなしい思おもいをするくらいなら、消けしてしまった方ほうが楽たのしく暮くらせると思おもったのです。

　自じ分ぶんの正しょう体たいを知しりたい、ずっとぽかぽかでいたい、おいしく食たべてもらいたい、スリムになりたい。

　いつ、夢ゆめは叶かなうんだろう。

　本ほん当とうに叶かなうのかな。

　そんなことを思おもいながら毎まい日にちを過すごすなら、夢ゆめなんて無ない方ほうがいい。

　そう思おもったのです。




　でも……。

　本ほんが大だい好すきで、自じ分ぶんを探さがすためにいつも本ほんを読よんでいる、ぺんぎん？。

　寒さむがりやで、あったかいのが好すきで、ふろしきとなかよしの、しろくま。

　いつかおいしく食たべてもらうために、えびふらいのしっぽといっしょに、いつも頑がん張ばり屋やでいる、とんかつ。

　体たい型けいを気きにしてちょっとひっこみじあんだけど、せんさいでやさしい、ねこ。

　消きえた夢ゆめは、すみっコたちの、すみっコたちらしさでもあったのです。

　ふぁいぶは、みんなが、こんなに変かわってしまうなんて、思おもわなかったんです。




「ごめんなさい」

　ふぁいぶは、泣なき出だしてしまいました。

「ごめんなさい」

　ふぁいぶはみんなにあやまりました。

　とかげはそっと、ふぁいぶに寄よりそいます。

　えびふらいのしっぽ、ふろしき、ざっそうたちも、ふぁいぶを見みました。

「みんなにお礼れいがしたかったの」

　肩かたをふるわせる、ふぁいぶ。

　ひとりで困こまっていたふぁいぶと、仲なか良よくしてくれて、優やさしくしてくれたみんなに、お礼れいがしたかったのです。
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　とかげが、そっとふぁいぶの肩かたに手てを置おきました。

　ざっそうが、ハンカチでふぁいぶの涙なみだをぬぐってあげます。

　たぴおかたちは、ふぁいぶにぷにぷにくっついて、はげましているみたい。

　その様よう子すをずっと見みていたまめマスターが、言いいました。

「魔ま法ほうで、もとにもどせない？」

　ふぁいぶは、ハッとしてステッキを握にぎりなおしました。

「やってみる」

　集しゅう中ちゅうして……ステッキを、それっ！

　でも、魔ま法ほうは不ふ発はつ。

　もう１回かい！

　今こん度ども不ふ発はつ。

　そのあとも、「えいっ、えいっ」といっしょうけんめいステッキを振ふるふぁいぶでしたが、魔ま法ほうはずっと発はつ動どうしないまま。

「消しょう失しつの魔ま法ほう」で、魔ま法ほうのチカラを使つかいすぎてしまったのでしょうか。うまくいきません。

　がっくりとうなだれる、ふぁいぶ。

　とかげは、オロオロしています。




　と、えびふらいのしっぽ、ざっそうが、キリッとした顔かおで立たち上あがりました。

　ざっそうが、「みんなでもとにもどそう」と言いいます。

　とかげは、「!?」とおどろきました。

　そうか……きっと、魔ま法ほうのチカラがなくても、すみっコたちが、もとの自じ分ぶんを思おもい出だせば……。

　とかげは、力ちから強づよくうなずきました。

　そして、みんなで円えん陣じんを組くみます。

　みんなの夢ゆめを思おもい出ださせよう作さく戦せん、開かい始しです！

　みにっコたちと、とかげ、ふぁいぶは、「おー！」と、腕うでをふりあげました。
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[image: 10　大切な思い出]

　とかげとふぁいぶ、みにっコたちは、変かわってしまったすみっコたちを、喫きっ茶さすみっコから連つれ出だしました。

　なんとかすみっコハウスにもどってきたすみっコたち。

　さて、みんなの作さく戦せんとは……。
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　おや？

　どこからか、南なん国ごくふうの、ハワイアンな音おん楽がくが流ながれてきています。

　とかげ、ふぁいぶ、えびふらいのしっぽ、たぴおかたちが、何なにか楽たのしそうな衣い装しょうをつけていますね。

　お花はなの飾かざり。腰こしみののような、ティーリーフスカート。

　これは……フラダンスの格かっ好こう？




♪あったかいのは

♪いいよね～




　相あい変かわらず氷こおりの入はいった飲のみ物ものを飲のんで、扇せん風ぷう機きに当あたっている、しろくま。

　そんな寒さむそうなしろくまの前まえで、ほわーんとした気き分ぶんになる歌うたに合あわせて……。




♪あったかいのは

♪さいこう～




　ゆらゆら踊おどる、とかげたち。

　そこに、たぴおかたちがティーセットを運はこんできます。

　しろくまに差さし出だされたのは、あったかいお茶ちゃ。

　あつあつ。

　扇せん風ぷう機きに吹ふかれながら震ふるえていたしろくまは、ちょっと飲のんでみます。

（あつっ！）

　でも、いやじゃない……どころか、本ほん当とうは大だい好すき。

　たぴおかたちがカーテンを開あけると、あったかい日ひ差ざしが差さし込こんできました。

　ぽかぽか。

　しろくま、まぶしそうに眼めを細ほそめました。

　ざっそうが、そんなしろくまのひざにふろしきをかけます。

　あったかいふろしき。

　ぬくぬく。

　ふろしきはしろくまに、必ひっ死しで何なにかうったえているように見みえます。




　しろくまが、ふろしきと過すごした日ひ々び。

　しろくまが赤あかちゃんのころから、ずっとしろくまをくるんでいたふろしき。

　そして、いっしょに北きたからやってきたんだ。

　しろくまは、ふろしきをじっと見みつめています。

　しろくまがぶるっと震ふるえれば、ふろしきがいつでも肩かたかけになっていました。

　しろくまとずっといっしょにいたのは、ふろしきだから。

　しろくまの夢ゆめは、１年ねん中じゅうあったかく過すごすことだから。




　ふろしきのあったかさに、しろくまも、だんだん思おもい出だしてきました。

　立たっているときも──。

　寝ねころんでいるときも──。

　うつぶせのときも──。

　ふろしきは、いつもしろくまを包つつみこんでくれました。

「ずっと、こんなふうに、あったかいといいなあ」




　丸まるまったふろしきを抱だきしめる、しろくま。

　ぎゅうっとされて、ふろしきは、ほんのり笑わらっているみたいに見みえます。
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　いつもはふろしきがしろくまをくるんでるけど、今日きょうはしろくまがふろしきをくるんでる。

　しろくまは、完かん全ぜんに正しょう気きにかえったみたいです。

　よかったね、と、うれしそうに見み守まもる、とかげとふぁいぶ。

　じゃあ、次つぎは……。

　しろくまは、顔かおをあげました。




　そこで、ふんぞりかえって手てあたり次し第だいに食たべものをバクバク食たべているねこに、おどろきました！

　ざっそうが、しろくまに説せつ明めいします。

　夢ゆめが消きえちゃったから、しろくまと同おなじように、いつものねこじゃなくなってしまったんだよ。

　しろくまは、なるほど……と、うなずきました。

　とかげとふぁいぶが、「どうしよう」と、しろくまに相そう談だんします。

　どうやったら、ねこの夢ゆめを取とり戻もどせるかな？

　しろくま、う～んと考かんがえ込こんで……。

　ハッと、何なにか思おもいついたみたい。




　ベレー帽ぼうをかぶったしろくまが、大おおきなキャンバスに向むかって、絵えを描かいています。

　しろくまは絵えを描かくのが得とく意いだったね。でも、何なんの絵えを描かいているのかな？

　そんなしろくまには、無む関かん心しんな、ねこ。

　でも、ねこの前まえに、ふぁいぶやえびふらいのしっぽ、ざっそうやたぴおかたちが、みんなで、大おおきな鏡かがみを持もってきました。全ぜん身しんが映うつせるほどの大おおきさです。

　ねこは、ピクッとして、鏡かがみを見みました。

　食たべたいだけガツガツ食たべて、ぽよぽよ……。




　ちょうど、しろくまの絵えが描かきあがりました。

　ねこのために描かいた、力りき作さくです！

　それは、ねこがなりたがっていたスマートな、ねこの絵えでした。

　それまでずっと食たべ続つづけていたねこの手てが、止とまります。




　ねこは、鏡かがみに映うつった自じ分ぶんと、ねこの絵えを見み比くらべました。

　どっちがいい？　ねこ？

「これ」

　ねこが絵えを見みて、目めをキランとさせました。

「これ……」

　キラキラキラ。

　ねこの目めに、かがやきがもどっていきます。

「これだーっ！」

　しろくまの描かいたねこの絵えを見みたねこは、食たべるのをやめて、外そとに飛とび出だしていきました。

　そのまま、ランニングをはじめます。

　スリムなねこになる……ねこも、自じ分ぶんの夢ゆめ、取とり戻もどしたんだね。




　ダイエットをはじめたねこを、窓まどから見みていた、しろくま、とかげ、ふぁいぶ、そして、えびふらいのしっぽ。

　さて、次つぎは……。

　ふりかえると、そこにいるのは、三さん角かくコーナーをかぶってやさぐれている、とんかつ。

　これ……どうしましょう？

　えびふらいのしっぽが、「がんばるぞ」と、気き合あいを入いれています。

　えびふらいのしっぽは、まず、とんかつの三さん角かくコーナーを取とり上あげました。

　ぐだぐだしているとんかつを、リビングのテーブルの上うえに連つれて行いきます。




　えびふらいのしっぽととんかつの目めの前まえに、白しろいお皿さらがあります。

　みんなで、とんかつを、お皿さらの上うえに寝ねかせました。

　もぞもぞ居い心ごこ地ち悪わるそうに動うごこうとするとんかつを、えびふらいのしっぽが押おさえこみます。

　しろくまが、やってきました。

　とんかつのそばに、つけ合あわせの野や菜さいを、もりもりともりつけていきます。

　そこへ、あじふらいのしっぽがソースを持もってきて……って。

　あじふらいのしっぽたち、あげっコも、作さく戦せんに参さん加かしてくれたんだ。

　まわりを見みると、からしなどの調ちょう味み料りょうを持もった、あげだまたちもいます。

　あじふらいのしっぽは、とんかつの上うえに乗のって、とんかつにソースをかけはじめました。

　あげだまたちが、ちょこんと、からしをそえます。

　……そう。

　ソースをかけて、からしを塗ぬって。

　えびふらいのしっぽと、とんかつは、よくこうやって、おいしく食たべてもらえるように研けん究きゅうしたよね……。

　ぼんやりしていたとんかつが、えびふらいのしっぽを見みました。

　チャンスかも！

　えびふらいのしっぽとあじふらいのしっぽが、ポンポンを振ふって、とんかつに呼よびかけます。

　ホイッスルの音おとにあわせて、せーの。




　ピッピッ♪

　あげあげ☆

　ピッピッピッ♪




　あげだまも、ポンポンを振ふり始はじめます。




　ピッピッ♪

　あげあげ☆

　ピッピッピッ♪




　とんかつは、もやもやしているみたい。




　ピッピッ♪

　あげあげー☆

　ピ───ッピッ♪







　何なにかを思おもい出だそうとして、でも、できなくて……。

　えびふらいのしっぽは、よしっ！　と、何なにか決けっ心しんしました。

　これでどう？　とばかりに、自じ分ぶんにレモンをのせて、とんかつの横よこにねそべります。

　とんかつは、「……！」ハッとしました。

　とんかつ、思おもい出だしたかな？




　とんかつは、誰だれかにおいしく食たべてもらうのが夢ゆめで……。

　えびふらいのしっぽといっしょに、お持もち帰かえりの袋ふくろに入はいってみたり……。

　えびふらいのしっぽといっしょに、串くしカツになってみたり。

　えびふらいのしっぽ、それからあじふらいのしっぽ、あげだまもいっしょに、どんぶりに入はいって、丼どんものになってみたりしたよね。
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　とんかつは、むくりと起おき上あがって、えびふらいのしっぽの方ほうをしっかり見みつめました。

　そして、えびふらいのしっぽを抱だき上あげるとんかつ。

　えびふらいのしっぽ、うれしそう！

　応おう援えんしていたあじふらいのしっぽとあげだまは、わーっと、ポンポンを振ふりました。

　とかげとふぁいぶ、しろくまも喜よろこんでいます。

　おかえり、とんかつ。

　そして、あとは……。




　ぺんぎん？は、あんなに大だい好すきだった本ほんを、束たばねて捨すてようとしていました。

　ぜんぶ、ぺんぎん？が自じ分ぶんをさがすために、とっても大だい事じにしていた本ほんです。

　でも、今いまのぺんぎん？は、もう本ほん当とうの姿すがただから、必ひつ要ようないんだって。

　とかげたちは、う～～～んと悩なやんでしまいました。

　自じ分ぶんを見みつけるのが夢ゆめだった……って、どうしたら思おもい出だしてもらえるのかな。




　ガタガタガタ──パリン。




　あれ？　キッチンの方ほうから、何なにかが割われる音おとがしました。




　みんながキッチンにかけつけると、しろくまが、お皿さらを片かたづけようとして、割わってしまっているところでした。

　お皿さらを洗あらっていて、手てがすべっちゃったんだ。しろくまは、慌あわてています。

　ぺんぎん？は、割われたお皿さらを、じいっと見みています。

　不ふ安あんそうな目めで……はっ！

　ぺんぎん？、ぴしゃーんと雷かみなりが落おちたみたいに、びっくり。

　なんだろう？　お皿さらが割われるなんて、すごく不ふ吉きつなかんじがする。

　ぺんぎん？は、汗あせがダラダラ、とまりません。

　どうして？　どうしてこんなに、不ふ安あんな気き持もちに？




　川かわで……きゅうり……。

　おさらがだいじ……。

　自じ分ぶんは……自じ分ぶんは……？




　ぺんぎん？は、ダーッと駆かけ出だしました。

　そして、リビングにもどり、捨すてようとしていた本ほんを紐ひもときます。

　すみっこに座すわって、本ほんを読よみ始はじめる、ぺんぎん？。

「自じ分ぶんは、ぺんぎん？」

　すごいいきおいで読よんでいます。

　自じ分ぶんが何なに者ものなのかわからなくて、不ふ安あんで、だからたくさん本ほんを読よむ。

　だからものしりで、本ほんが大だい好すきな、ぺんぎん？。

　ぺんぎん？も、自じ分ぶんの夢ゆめを思おもい出だしたみたいです。




　本ほんを読よんでいるぺんぎん？を見みて、ほっとするとかげ、ふぁいぶ、しろくま、とんかつ、えびふらいのしっぽたち。

　ねこは、その横よこで、バーベルを上あげていました。




　一いっ件けん落らく着ちゃく！

　みんながもとにもどって、本ほん当とうによかった。

「よかったね」と、とかげ。

　うなずく、ふぁいぶ。

　夢ゆめって大たい切せつなものなんだ……。

　ふぁいぶは、そう気きがつきました。




　今日きょうも、とかげといっしょに、とかげの家いえに帰かえって、寝ねて……。




　ふぁいぶの足あしが、ぴたっと止とまりました。

　自じ分ぶんの先さきを歩あるいている、とかげの後うしろ姿すがたを見みながら、考かんがえます。

　そういえば、とかげの夢ゆめはなんなのでしょう？







[image: 11　わん、つー、すりー、ふぉー！]

　もうすぐ寝ねる時じ間かん。

　とかげは、ふぁいぶとテーブルをかこんで、ゆっくりおしゃべり。

　ふぁいぶがみんなの夢ゆめを消けしちゃったこと、そのあとみんながもとにもどったことを、話はなしてるんだね。

　ふぁいぶは、「そういえば……」と、とかげの夢ゆめをたずねました。

　答こたえるのをためらう、とかげ。

　どうしたんだろう、と首くびをかしげる、ふぁいぶ。
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　ふぁいぶは、眠ねむくなっちゃったみたい。

　地ち下かのベッドルームに降おりていきます。

　ベッドによじのぼるために、棚たなを足あし場ばにしようとして……。

　あっ。ふぁいぶが、棚たなに足あしをかけたところで、少すこしよろけました。

　すると、棚たなの上うえにある、とかげの宝たから箱ばこが落おちてきます。

　とかげは宝たから箱ばこに鍵かぎをかけたつもりでしたが、実じつは、鍵かぎはささりっぱなし。

　宝たから箱ばこは、落おちたひょうしにパカッと開ひらき、中なか身みが散ちらばってしまいました。

　中なかに入はいっていたのは、そう、たくさんのスミッシーグッズ。

　ぬいぐるみや、キーホルダー、新しん聞ぶんの切きり抜ぬき。

　前まえに会あった時ときに撮とった写しゃ真しんもあります。

　とかげにとっては、全ぜん部ぶ、おかあさんについての大たい切せつな宝たから物もの。

　ふぁいぶはただただ、おどろいています。




　そこへ、とかげが、降おりてきました。物もの音おとに気きづいたんだ。

　とかげは、すぐ、宝たから箱ばこが開ひらいてしまったことに気きづきます。
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　ふぁいぶは、ぺこりと頭あたまを下さげました。

「落おとしちゃった……ごめんなさい」

　とかげは、いいよいいよと手てを振ふります。

　それにしても……と、ふぁいぶは改あらためて思おもいました。

　スミッシーの写しゃ真しんを拾ひろって、「これはだぁれ？」と、とかげにたずねます。

　とかげは、写しゃ真しんをじっと見みて、小ちいさな声こえで、「スミッシー」と答こたえました。

　まだよくわかっていない、ふぁいぶ。とかげは、スミッシーが、ときどき湖みずうみにあらわれるきょうりゅうであることを話はなしました。

　ふぁいぶは、興きょう味みを持もったみたい。

　たくさんのスミッシーグッズを見みて、「すきなんだ」と、ニッコリ。

　とかげは、ちょっとためらってから、コクンとうなずきました。

　ふぁいぶ、何なにかにピンときた様よう子すです。

「もしかして、スミッシーに会あいたいの？」

　慌あわてる、とかげ。

　なんでとかげが慌あわてているのかわからずに焦あせる、ふぁいぶ。

　とかげは、深しん呼こ吸きゅうして落おち着ついてから……。

「うん。会あいたい」

　……すごく、すごく会あいたい。

　とかげの真しん剣けんな気き持もちが、ふぁいぶにつたわって。

　そして、ふぁいぶは思おもったのです。自じ分ぶんにも、会あいたい誰だれかがいると。

「……おなじだね」

　ふぁいぶが言いうと、とかげは、ハッとしました。

　いっしょにいるのが楽たのしくて、忘わすれていたのかもしれません。

　ふぁいぶは、もともと……。
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　とかげの家いえを出でて、空そらを見み上あげる、とかげとふぁいぶ。

　夜よ空ぞらには、半はん月げつが浮ういています。

　あの月つきのもっと上うえに、ふぁいぶの故こ郷きょうがあります。

「みんな、元げん気きかなあ」

　ふぁいぶは、仲なか間まの魔ま法ほう使つかいたちを思おもい浮うかべました。

　魔ま法ほう使つかいたちの中なかでもいちばん小ちいさくて、うまく魔ま法ほうが使つかえずに、失しっ敗ぱいばかりしていた、ふぁいぶ。

　それでも、わん、つー、すりー、ふぉーは、いつもふぁいぶを励はげまして、優やさしくしてくれていました。

　でも、みんなは、ふぁいぶのことを忘わすれてしまったのでしょうか……？




　ふぁいぶを見みて、とかげは、そっと手てをつなぎました。

　ふぁいぶのさびしい気き持もちが、とかげには、痛いたいほどわかります。

　…………。

　……あれ？




　何なにかが、夜よ空ぞらでチカッと光ひかりました。

　その光ひかりはどんどん大おおきくなりながら、２人ふたりの方ほうへ近ちかづいてきているみたい。

「!?」

　おどろいているとかげとふぁいぶの前まえにあらわれたのは、光ひかりの帆はん船せんでした！

　前まえに見みたものより、少すこし小ちいさめですが……。

　そして、光ひかりの船ふねには、わん、つー、すりー、ふぉーが乗のっています。ふぁいぶに間ま違ちがえられて連つれていかれちゃった、水みず色いろのたぴおかもいるね。
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　突とつ然ぜんのことでぼうぜんとしている、とかげとふぁいぶ。

　わんたちが、ステッキを振ふりました。

　すると、魔ま法ほう使つかいたちの前まえに、ホウキがあらわれます。

　魔ま法ほう使つかいたちは、それぞれホウキに乗のって、船ふねから降おりて、ふぁいぶの方ほうへ。

　水みず色いろのたぴおかも、ふぉーのホウキに乗のせてもらっています。




　ふぁいぶは、大おお喜よろこびです！

　よかったね。ずっと、会あいたかったもんね。

　魔ま法ほう使つかいたちがふぁいぶの近ちかくまで来くると、ふぁいぶは、走はしっていって、わんに抱だきつきました。

　他ほかの魔ま法ほう使つかいたちも、ほっとした笑え顔がおで、ふぁいぶを囲かこんでいます。




　そう。魔ま法ほう使つかいたちも、ふぁいぶのことをとても心しん配ぱいしていました。

　青あおい大だい満まん月げつの夜よるが明あけそうになって、慌あわてて魔ま法ほう使つかいたちの世せ界かいにもどった、魔ま法ほう使つかいたち。

　しかし、慌あわてすぎて、水みず色いろのたぴおかとふぁいぶを間ま違ちがえていることに、気きづきませんでした。

　なんとか魔ま法ほう使つかいたちの世せ界かいに帰かえりつき、ほっとしたところで、ふぁいぶがいないことに気きづいて、真まっ青さおになりました。

　だって、下したの世せ界かいに行いけるのは、５年ねんに１度ど、青あおい大だい満まん月げつの夜よるだけ。その日ひだけの、特とく別べつなことなんです。

　でも、あきらめるわけにはいきません。

　魔ま法ほう使つかいたちは、魔ま法ほう図と書しょ館かんに行いって、たくさんの本ほんを読よみあさりました。

　そうして、どうやったらふぁいぶを迎むかえに行いけるのか、研けん究きゅうしたんです。

　できる、方ほう法ほうは。




　──魔ま法ほうでたくさんの鏡かがみを集あつめて光ひかりを反はん射しゃさせて……。

　──青あおい大だい満まん月げつの光ひかりと同おなじくらいの光ひかりを、集あつめる。




　それは、４人にんの魔ま法ほう使つかいの力ちからをもってしても、簡かん単たんなことでは、ありませんでした。

　しかし、４人にんは、何なん度ども試し行こう錯さく誤ごを繰くり返かえし……そうして、青あおい大だい満まん月げつの夜よるでなくても、すみっコたちの世せ界かいへ行いける船ふねを出だす方ほう法ほうを、考かんがえ出だしたのです。

　前まえよりずいぶん、船ふねの帆ほが小ちいさくなっちゃったね。

　でも、じゅうぶんです。




　わんは、ふぁいぶを見みて、ほほえみました。

「さあ、帰かえろう」

　光ひかりの船ふねを指ゆびさす、つー。

　よく見みると、船ふねの帆ほが少すこし薄うすくなっています。

　早はやくしないと、消きえてしまうのかな。

　ふぁいぶは、うなずきかけて……とかげをふりかえりました。

　とかげは、にっこり笑わらいます。

「よかったね」

　ふぁいぶは少すこし、ふくざつそうにしています。

　わん、つー、すりー、ふぉーは、「どうしたの？」という顔かお。

　ふぁいぶは、ここにいる間あいだ、ずっととかげの家いえに泊とめてもらっていたことを話はなしました。

　わんたちが、いっせいにとかげを見みます。

　ありがとう、ふぁいぶのために、ありがとう……みんな、ぺこぺこおじぎをしました。

　とかげは、いえいえそんな、と、慌あわてているみたい。

「何なにか、お礼れいがしたい」

　魔ま法ほう使つかいたち、みんなが、こう言いいました。

　とかげは、いえいえ、そんなそんな……と、手てを振ふり続つづけています。

　いやいやいや……と、魔ま法ほう使つかいたち。

　そんなそんなそんな……と、とかげ。

　これでは、いつまでたっても、どうどうめぐり。




　と、ふぁいぶが、何なにか思おもいつきました。

　そう、さっき見みた、宝たから箱ばこの中なか身みのことです。

　──会あいたい。

　なかなか自じ分ぶんの夢ゆめを話はなさなかったとかげの、願ねがい。

　これはきっと、とかげの、大たい切せつな夢ゆめ。

　ふぁいぶは、わんたちに、とかげがスミッシーに会あいたがっていることを告つげました。

　わん、つー、すりー、ふぉーは、それを聞きいておたがいに顔かおを見み合あわせて、「よしっ」とうなずきます。




　わんが、とかげに向むけてステッキを振ふりました。

　すると、とかげに羽はねがはえて、魔ま法ほう使つかいの格かっ好こうに変へん身しん！

　背せ中なかにはマントも。

「!?」

　突とつ然ぜんのことに、わたわたしている、とかげ。

　やっぱり、わんたちの魔ま法ほうはすごいな……ふぁいぶは、そう考かんがえているようです。

　わんたちは、ホウキに乗のって飛とび上あがりました。

　ふぁいぶも、ステッキを振ふって、ホウキを出だして乗のります。
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　魔ま法ほう使つかいたちみたいにホウキに乗のっちゃったとかげは、「ひえぇ～」と、目めを白しろ黒くろ。ふらふらとあたりを飛とび回まわっています。突とつ然ぜんとかげが飛とんできて、近ちかくの枝えだで休やすんでいたふくろうも、びっくりしています。




　さあ、急いそがないと、光ひかりの船ふねの帆ほが消きえちゃうよ。

　ふぁいぶが、とかげの隣となりに来きました。

「行いこう！」

　とかげと、５人にんの魔ま法ほう使つかいたちが、夜よ空ぞらを飛とんでいきます……。
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　一いっ方ぽう、すみっコハウス。

　みんな、もうそろそろ寝ねる時じ間かんです。

　そこに１羽わのふくろうが飛とんできて、窓まどをコツコツ叩たたきました。

　なんだろう？　と、しろくまが窓まどを開あけます。

　そして、ビックリ！

　しろくまが見みたのは、夜よ空ぞらを飛とんでいく魔ま法ほう使つかいたちと、魔ま法ほう使つかいの姿すがたをした、とかげ。

　……おどろくよね。とかげが空そらを飛とんでるんだから。

　しろくまは、急いそいでみんなに、起おこっていることを伝つたえました。

　みんな、ハテナ顔がお。

　しろくま、考かんがえます。空そらを飛とんでいるとかげに追おいつくには……追おいつくには……。

　はっ！

　しろくまは、いつもふわふわ飛とんでいるほこりのところに行いき、はたきでパタパタやりはじめました。




　すみっ湖こ目め指ざして飛とんでいく、魔ま法ほう使つかいたちと、とかげ。

　いちばんうしろを飛とんでいたふぁいぶのそばに、ほこりたちがやってきます。

　ほこりたち、ずいぶん高たかくまで、まい上あがってきたね。

「？」

　ふぁいぶが、ほこりにうながされて下したを見みると、そこには、魔ま法ほう使つかいたちを追おいかけて走はしる、しろくまたちがいました。

　ふぁいぶは、わん、つー、すりー、ふぉーたちに呼よびかけます。

　わんたちも、しろくまたちに気きづき……そして、ステッキを振ふります。




　わん、つー、すりー、ふぉーの魔ま法ほうが、しろくまたちにかかりました。

　しろくま、ぺんぎん？、ねこ、とんかつ、えびふらいのしっぽも、魔ま法ほう使つかいの姿すがたに！

　そして、みんなもふわりと宙ちゅうに浮うきあがりました。




　ちょっと戸と惑まどいながらも、とかげたちのところまで上あがってくる、すみっコたち。

　わん、つー、すりー、ふぉーの魔ま法ほうは、やっぱりスゴイ。ふぁいぶは、目めをキラキラさせています。

　わんは、みんなをふりかえりました。

「いそいで」

　そして、スピードを上あげます。

　ふぁいぶと、魔ま法ほう使つかい姿すがたのすみっコたちは、必ひっ死しについていきます！

　……あれ？

　ねこ、体からだが重おもくて、うまく飛とべていませんね……。

　まだダイエット、できていないんだ。

　重おもみで下さがっていくねこを、他ほかのすみっコたちが支ささえます。
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　魔ま法ほう使つかいたちに、少すこし、離はなされてしまいました。
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　魔ま法ほう使つかいたちと、とかげは、すみっ湖こ上じょう空くうまでやって来きました。

　一いち同どう、湖みずうみのほとりへ降おり立たちます。

　わん、つー、すりー、ふぉーが、湖みずうみに向むけてステッキを振ふると、湖みずうみの水すい面めんに波は紋もんが広ひろがります。

　スミッシー……とかげのおかあさんを、呼よんでいるのかな。

　波は紋もんは、広ひろがって、いろいろなところへ。

　とかげは、息いきをのんで見み守まもっています。

　……が。

　広ひろがっていった波は紋もんがすっかり消きえてしまっても、スミッシーは、姿すがたをあらわしません。

　とかげは、がっくりと肩かたを落おとしました。

　ふぁいぶは、心しん配ぱいそうに、とかげを見みています。




　こんなんじゃ、だめ。

　ふぁいぶの恩おん人じん、とかげに、恩おんをかえさないと！

　わん、つー、すりー、ふぉーは、円えん陣じんを組くんで、気き合あいを入いれ直なおしました。

　集しゅう中ちゅう！

　みんな、真しん剣けんな顔かおで、ステッキを握にぎります。

　そして……えいっ！

　とかげはそれを見みて、祈いのっていることしかできません。

　魔ま法ほう使つかいたちのステッキから飛とび出だした魔ま法ほうは、空そらに届とどき、そこに、スミッシーの形かたちの星ほしがあらわれました。

　とかげとふぁいぶが、顔かおを見み合あわせます。




　そこに、少すこし遅おくれて飛とんでくる、すみっコたち。

　スミッシーの形かたちの星ほしを見みて、「あっちだ」と、ぺんぎん？が指ゆびさしました。

　しろくま、ねこ、とんかつ、えびふらいのしっぽ、ぺんぎん？も、もうすぐ到とう着ちゃくです。




　すみっ湖こでは、もう１度ど、湖みずうみの上うえにおおきな波は紋もんができて、広ひろがっていきました。

　スミッシーに呼よびかける、スミッシーをさがす、波は紋もんです。

　少すこしのあいだ、しん……と、静しずかになりました。

　……あれ？

　沖おきの方ほうに、影かげが見みえます。

　そう！

　あれは、スミッシーの影かげです！




　とかげとふぁいぶが、飛とび上あがるようにして息いきをのみます。

　魔ま法ほう使つかいたちも、おどろいているみたい。

　スミッシーは、ゆっくり近ちかづいてきます。

　とかげは、もう、待まってなんかいられません。スミッシーめがけて、駆かけていきます。




　それから、起おこったこと。

　それはまさに、魔ま法ほうのようにすてきなことでした。

　スミッシーが首くびを伸のばして、とかげに頬ほおをすりよせます。

　とかげがスミッシーに会あいたかったように、スミッシーも、とかげに会あいたかったんです。

　とても、とても。

　とかげは、涙なみだぐんで、おかあさんに頬ほおずりをかえしました。
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　それを見みていたわん、つー、すりー、ふぉーは、スミッシーに向むかってステッキを振ふります。

　すると……！

　スミッシーにも、羽はねがはえました！

　ふわんと宙ちゅうに浮うかんだ、スミッシー。

　おどろく、とかげ。

　とかげが羽はねを動うごかすと、マントがとれました。そのまま、スミッシーに近ちかづく、とかげ。

　とかげとスミッシーは、夜よ空ぞらを泳およぐように飛とびはじめました。

　キラキラとした空そらの海うみ。星ほし空ぞらの中なかを、おさんぽです。

　とかげの、うれしそうな顔かおったら！

　見み守まもっているふぁいぶも、本ほん当とうにうれしそう！




　とかげも、会あいたい誰だれかに会あえました。

　魔ま法ほう使つかいたちのおかげで。




　そこに、他ほかのすみっコたちが、ねこを支ささえながら到とう着ちゃくしました。

　スミッシーといっしょに飛とんでいるとかげを見みて、おどろくしろくま、ぺんぎん？、とんかつ、えびふらいのしっぽ、ねこ。

　みんな、スミッシーのところへ飛とんでいきました。

　……あ、まだ飛とびにくそうにしているねこに、わんがこっそり魔ま法ほうをかけて、羽はねを大おおきくしてあげています。




　すみっコたちが、とかげのそばに行いくと、とかげはみんなを見みて……。




　にこっ！




　とびきりすてきな笑え顔がおです。

　スミッシーも、それを見みて、ほほえんでいます。

　すみっコたちは、空くう中ちゅうで、スミッシーの首くびをすべったり、背せびれにじゃれついたり。

　遊あそんでもらっています。

　夢ゆめみたいに、楽たのしいね！
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　でも……。

　それまでニコニコしていたわんが、何なにかに気きづいて、ハッとしました。







[image: 13　また会いたいね]

　わんが、空そらを指ゆびさします。

　そこには、魔ま法ほう使つかいたちが乗のってきた船ふねが浮うかんでいます。

　でも、帆ほが消きえかかってる……。

　魔ま法ほう使つかいたちがもとの世せ界かいへ帰かえる時じ間かんが、やって来きました。

　魔ま法ほう使つかいたちと、すみっコたちも、それがわかったようです。

　魔ま法ほう使つかいたちは、ステッキを振ふって、すみっコたちとスミッシーを地ち上じょうに降おろしました。

　スミッシーは、すみっ湖こに。すみっコたちは、湖みずうみのほとりに。

　着ちゃく地ちすると同どう時じに、みんなの背せ中なかの羽はねが消きえます。




　スミッシーは、最さい後ごに、とかげを見みつめてほほえみました。

　スミッシーも、帰かえるみたいです。

[image: ]

　とかげは、ゆっくりと湖みずうみへ沈しずんでいくスミッシーを、ずっと見みつめていました。

　ふぁいぶが、とかげのそばにやって来きます。

　とかげが、ふりかえって「ありがとう」と言いいますが、ふぁいぶは、ちょっと困こまったような、ふくざつそうな顔かおをしています。

　とかげはスミッシーには会あえたけど、それはひとときの間あいだでした。それが、ふぁいぶには申もうし訳わけなかったのです。

　でも、とかげは言いいました。

　本ほん当とうはいつもいっしょにいたいけど……。

「また、会あえるといいな。それが夢ゆめ」

　会あいたいと、ひたむきに願ねがいつづけること。それがとかげの、大たい切せつな、とかげらしさ。

　ふぁいぶは、とかげの言こと葉ばにおどろいて……それから、やっと笑え顔がおになりました。




　うしろの方ほうで、船ふねに乗のった魔ま法ほう使つかいたちが、ふぁいぶを手て招まねきしています。

　ふぁいぶ、急いそがなきゃ。

　ふぁいぶは少すこし考かんがえて、自じ分ぶんの帽ぼう子しについていた星ほしを取とって、とかげに渡わたしました。

　とかげは、受うけ取とっていいのかどうかわからず、星ほしと、ふぁいぶの顔かおを交こう互ごに見みています。これは、大たい切せつなものなんじゃ……？

[image: ]

　ふぁいぶは、もう１回かい、ずいと星ほしを差さし出だしました。

　とかげは、それを受うけ取とりました。

　にこっと笑わらって、とかげに抱だきつく、ふぁいぶ。

　とかげも、そっとふぁいぶを抱だきしめます。

　次つぎに会あえるのは、ずっと先さきだけど……絶ぜっ対たい、忘わすれないよ。




　魔ま法ほう使つかいたちを乗のせた光ひかりの船ふねが、空そらへとのぼっていきます。

　地ち上じょうから見み守まもる、すみっコたち。

　魔ま法ほう使つかいたちは、船ふねから身みを乗のり出だして、みんなに手てを振ふりました。

　すみっコたちも、手てを振ふり返かえします。

　そうしているうちに、光ひかりの船ふねは、どんどん遠とおざかって、小ちいさくなって……ついに、見みえなくなってしまいました。




　ちょっぴり切せつない、お別わかれのあと。

　……ねこが、何なにかに気きづいてあわてています。

　まだジーンとしていたすみっコたちは、どうしたの？　と首くびをかしげました。

　ねこは、駅えきの方ほうを指ゆびさして……。

「もう電でん車しゃ　ないよ」




　ガーン！




　もしかして……帰かえれない？

　思おもい出だしたように、しろくまが、ぶるっと震ふるえます。

　秋あきの夜よるは寒さむいよ……。

　結けっ局きょく、すみっコたちは、湖みずうみのほとりでたまたまテントをはっていた、かわうそのお世せ話わになって、かわうそのたき火びのそばで、朝あさまで過すごすのでした。

[image: ]

　一いっ方ぽう、もとの世せ界かいにもどってきた、魔ま法ほう使つかいたち。

　みんな、ほっと一ひと息いきついています。

　でも、ふぁいぶだけは違ちがうみたい。

　さっそく魔ま法ほうの練れん習しゅうをはじめました。魔ま法ほう書しょを取とり出だして、ステッキを握にぎります。

　他ほかの魔ま法ほう使つかいたちは、ハテナを浮うかべて、ふぁいぶを見みています。

　ふぁいぶ、何なにをそんなに、はりきっているの？

　ふぁいぶは、にこっと笑わらいました。

　夢ゆめがなんだか、知しらなかったふぁいぶ。

　そんなふぁいぶにも、夢ゆめができたんだね。

　ふぁいぶは、魔ま法ほう書しょに、「あたらしいまほう　ゆめ」と書かきました。

　すてきな魔ま法ほう使つかいになりたいんだって。

　わん、つー、すりー、ふぉーは、それを見みて、「へえー」と感かん心しんしているみたい。




　顔かおを上あげる、ふぁいぶ。

　夢ゆめは、空そらに輝かがやく星ほし。

　見み上あげるだけで、勇ゆう気きがわいてきます。
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　時ときを同おなじくして。

　テントの前まえでたき火びに当あたっていたとかげが、ふぁいぶからもらった星ほしを見みていました。







[image: 14　冬のおとずれ]

　しばらくして、冬ふゆがやってきました。

　すみっコハウスのまわりにも、すっかり雪ゆきが降ふり積つもっています。

　すみっコハウスに、帽ぼう子しをかぶってマフラーをしたとかげと、にせつむりが、寒さむそうにしながら入はいってきました。

　ハウスのすみっこに、ツリーが飾かざられています。

　ツリーのまわりには、すみっコたち。

　それぞれ、好すきなものでツリーを飾かざりつけているみたい。

　魚さかな、きゅうり、スミッシーグッズ。




　とかげは、家いえから持もってきた星ほしを取とり出だしました。

　ふぁいぶにもらった、宝たから物ものです。

　ほこりが、星ほしを受うけ取とって、ふわふわ舞まい上あがり、ツリーのてっぺんに星ほしを飾かざりました。

　それを見みて、にっこりする、とかげ。

　しろくま、とんかつ、えびふらいのしっぽ、ぺんぎん？、ねこ。みんなも、その星ほしを見みて……。

　楽たのしい夜よるになりそうです。


おしまい　　
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